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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
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■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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朝陽に輝く霊峰富士　　　Photo by Akira Higuchi

◎表紙◎

『朱鷺の飛翔』
（佐渡市）

提供：佐渡観光交流機構

朱鷺は新潟県の県の鳥です。学
名 は Nipponia nippon（ ニ ッ ポ 
ニア・ニッポン）。日本の国鳥 
ではないものの日本を象徴す 
る鳥として広く知られていま 
す。朱鷺はかつて日本全土で 
普通に見られる鳥でした。

乱獲、農薬の使用等環境破壊の
為 1960 年「国際保護鳥」に指定
される頃には 20 羽前後にまで減
少しました。現在「佐渡トキ保護
センター」にて保護増殖に取組 
み佐渡島内で毎年放鳥を実施現
在 500 羽以上が生息しています。

新しい年のご挨拶を申し上げます。
2010 年（明治 43 年）設立以来の永い歴史を持つ

私たち東京新潟県人会は
郷土愛でつながる人の和を大切に
共に手を携えて歩んでまいります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

令和六年 甲辰（きのえ・たつ）元旦
2024.１.１

謹賀新年
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令
和
６
年
甲
辰（
き
の
え
・
た
つ
）の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
」
の
元
年
で
す
。
世
界
で
は
依
然
二
つ
の
厳
し

い
戦
争
が
続
い
て
い
る
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
の
暗
雲

が
漸
く
去
り
、
久
々
の
安
堵
感
を
も
っ
て
、
ま
ず
は

新
春
を
皆
々
様
と
共
に
健
康
で
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
令
和
２
年
１
月
、
前
年

末
よ
り
中
国
武
漢
市
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
が
、
日
本
に
遂
に
上
陸
。
た
ち

ま
ち
大
き
な
波
と
な
り
、
令
和
２
年
の
第
１
波
、
第

２
波
、
５
月
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
令
。
令
和

３
年
は
第
３
波
、
第
４
波
、
第
５
波
と
続
き
、
令
和

４
年
に
は
、
第
６
波
、
第
７
波
。
そ
し
て
昨
年
５
月
、

漸
く
に
し
て
感
染
症
法
上
、
季
節
風
イ
ン
フ
ル
と
同

じ「
５
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
、４
年
半
ぶ
り
の「
脱
・

コ
ロ
ナ
」の
正
常
な
日
常
が
戻
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

　
私
た
ち
東
京
新
潟
県
人
会
で
も
、
そ
れ
ま
で
封
印

し
て
き
た
、
共
に
相
集
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
、
満
を

持
し
て
、次
々
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
月
に
は
、
新
年
祝
賀
会
、
６
月
に
は
、
第
45
回
全

国
良
寛
会
東
京
大
会
、
７
月
に
は
、
花
角
知
事
を
は

じ
め
、
30
市
町
村
長
の
ご
参
加
も
い
た
だ
い
た
納
涼

ま
つ
り
。
10
月
に
は
、
第
17
回
芸
能
大
会
、
11
月
に

は
、
第
25
回
作
品
展
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
よ
り
戦
禍
を
遁

れ
て
や
っ
て
来
ら
れ
た
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
を
囲
ん
で

の
「
卓
話
の
時
間
」。

　
久
々
に
会
員
の
皆
さ
ま
方
が
、
相
集
い
共
に
語
り

合
い
、
共
に
杯
を
傾
け
合
う
姿
を
み
る
こ
と
は
、
本

当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

新
し
い
年
令
和
６
年（
２
０
２
４
年
）も

会
員
一
同
共
に
手
を
携
え
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
令
和
６
年（
２
０
２
４
年
）は
、干
支（
え

と
）で
い
え
ば
甲
辰（
き
の
え
・
た
つ
）。
60
年
前
の

甲
辰
の
年
は
、
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）で
し
た
。

こ
の
年
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
秋
に
開
催
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

　
６
月
に
は
新
潟
国
体
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
発
田
出
身
の
関
脇
豊
山（
後
に
日
本
相
撲
協

会
理
事
長
に
就
任
）が
大
関
昇
進
を
遂
げ
た
年
で
し

た
。
新
潟
県
も
、
日
本
全
体
も
、
世
界
も
、
活
気
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
」
元
年
で
も
あ
り
、
大
い
に
活

況
を
呈
す
る
年
に
な
る
の
で
は
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
で
も
、
各
種
新
施
策
が
多
数
策
定
さ
れ
て

お
り
、
首
都
圏
の
私
た
ち
と
直
接
関
係
の
あ
る
、

「
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
」に
代
わ
る
新
拠
点「
銀

座
・
新
潟
情
報
館T

H
E N

IIGA
T

A

」
も
５
月
に

オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
緊
密
な
る
連
携
の
も
と
に
サ

ポ
ー
ト
役
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
東
京
新
潟
県
人
会
も
、
高
齢
化
の
進
展
は

依
然
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
、
若
年
層
の
新
加

入
も
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
新
戦
力
が
、

い
よ
い
よ
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）創
立
以
来
の
、
永
い 

歴
史
と
伝
統
を
持
つ
、私
た
ち
東
京
新
潟
県
人
会
は
、

今
年
も
、
変
わ
る
こ
と
な
き
理
念
―
―
―

　
一
、
郷
土
愛
で
つ
な
が
る
人
の
和

　
一
、
友
愛
と
協
調
　

　
一
、
ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋

こ
の
理
念
の
も
と
に
、
会
員
一
同
、
共
に
手
を
携
え

て
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

�

東
京
新
潟
県
人
会�

会
長

　
　小
林�

保
廣
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令
和
六
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
東
京
新
潟
県
人
会
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

県
民
の
皆
様
か
ら
再
び
信
任
を
頂
い
て
か
ら
一
年
半
、

県
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一

に
、
活
力
あ
る
新
潟
県
の
実
現
を
目
指
し
、
二
期
目
の

県
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
と
い

う
深
刻
な
課
題
を
抱
え
る
新
潟
県
に
と
っ
て
、
若
い
世

代
を
中
心
に
魅
力
あ
る
働
く
場
と
し
て
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
る
場
と
し
て
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
か
ら

訪
れ
る
場
と
し
て
「
選
ば
れ
る
」
よ
う
、
本
年
も
最
大

限
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で

き
、
女
性
も
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
加

え
、
挑
戦
す
る
人
や
意
欲
あ
る
企
業
等
が
生
ま
れ
、
成

長
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
Ｉ
Ｔ
関
係
な
ど
の
企
業
誘
致
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
官
民
連
携
に
よ
る
支
援
を
一
層
強
化

す
る
こ
と
で
、
県
内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
と
渇
水
に
よ
り
、
米

の
一
等
米
比
率
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
低
下
す
る
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
異
常
気
象
の
常
態
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
県
で
は
、
農
業
者
が
営
農
意
欲
を
失
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
高
温
耐
性
品
種
の
導
入
や
新
品

種
の
開
発
な
ど
農
業
生
産
の
安
定
化
に
向
け
た
取
組
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
県
産
農
林
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
一
層
促
進
す
る
な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い

持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
改
め
て
地
球
温
暖
化
対
策
の
重
要
性
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
も

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
に
優
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

「
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
節
目
に
お
け
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
」「
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援
」

「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
」
を
三
つ

の
柱
と
し
て
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
潟
県
こ

む
す
び
定
期
」
と
し
て
、
定
期
預
金
等
に
よ
る
子
育
て

応
援
事
業
を
昨
年
十
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
県
民
の
皆
様
か
ら
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
社
会
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
機
運
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
で
は
、
新
潟
空
港

の
国
際
線
の
う
ち
、
台
北
線
、
上
海
線
、
ソ
ウ
ル
線
が

昨
年
再
開
さ
れ
た
ほ
か
、
ハ
ル
ビ
ン
線
も
今
月
の
再
開

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
誘
客
拡
大
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
加
え
て
、
昨
年
十
一
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の

タ
イ
ン
ホ
ア
省
及
び
ビ
ン
ロ
ン
省
と
交
流
協
力
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
と
の
間
で
人
材

の
交
流
や
経
済
・
農
業
交
流
な
ど
が
活
性
化
し
、
県
内

企
業
の
人
手
不
足
へ
の
対
応
や
、
相
互
の
貿
易
の
拡
大
、

観
光
交
流
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
な
ど
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
で
の

情
報
発
信
に
お
い
て
は
、
皆
様
方
に
も
お
世
話
に
な
り
、

昨
年
末
に
閉
館
し
た
「
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
」

に
代
わ
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
「
銀
座
・
新
潟
情
報
館 

T
H

E N
IIGA

T
A

」
を
五
月
末
に
も
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。
本
県
の
多
様
で
豊
か
な
魅
力
を
知
り
、
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
総
合
的
な
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

観
光
交
流
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
新
潟
へ
の
人
の

動
き
を
作
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
は
、「
佐
渡
島
の
金
山
」
の
世
界
遺
産
登
録
の
実

現
に
向
け
た
進
展
、
地
域
航
空
会
社
ト
キ
エ
ア
の
就
航
、

オ
イ
シ
ッ
ク
ス
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
の
プ
ロ
野

球
二
軍
リ
ー
グ
へ
の
参
入
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
や
事
業
が
新
潟
県
の

元
気
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
県
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
飛
躍
で
き
る
一

年
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
首
都
圏
と
新

潟
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
、
力
強
い
応
援
団
と
し
て
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
ご
あ
い
さ
つ

�

新
潟
県
知
事

　
　花
角�

英
世
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

県
人
会
会
員
の
皆
様
に

は
旧
年
中
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
新
新
潟

県
人
会
館
は
建
設
後
３
年

経
ち
ま
し
た
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に

指
定
さ
れ
て
、
非
常
事
態

が
終
了
し
漸
く
日
常
生
活

に
戻
り
ま
し
た
。

郷
人
会
・
地
区
県
人
会
・

同
窓
会
等
の
活
動
も
再
開

さ
れ
て
、
幹
事
会
等
の
会

合
が
ふ
え
て
会
議
室
の
利

用
が
増
え
て
一
安
心
で

す
。
皆
様
ご
存
知
の
通
り

新
会
館
建
設
に
あ
た
っ
て

辰
年
は
政
治
の
大
き
な

変
化
が
起
き
る
事
が
多
い

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

戊
辰
戦
争
・
日
露
戦
争
。

戦
後
は
血
の
メ
ー
デ
ー
事

件
・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

開
業
・
青
函
ト
ン
ネ
ル
瀬

戸
大
橋
開
業
・
東
京
五
輪

東
海
道
新
幹
線
開
通
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
出

来
事
が
多
く
動
乱
の
年
と

も
言
え
ま
す
。
今
年
の
干

支
「
甲
辰
」
は
「
春
の
日

差
し
が
、
あ
ま
ね
く
成
長

を
助
く
年
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
春
の
暖
か
い
日

差
し
が
大
地
に
降
り
注

ぎ
、
急
速
な
成
長
と
変
化

を
誘
う
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
我
々
に
良
き
年
に
な

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

は
会
員
有
志
の
ご
寄
付
と

銀
行
借
入
で
賄
い
ま
し
た
。 

借
入
金
返
済
は
地
下
１

階
・
１
階
の
テ
ナ
ン
ト
契

約
収
入
及
び
４
階
か
ら
８

階
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
へ

の
賃
貸
並
び
に
会
議
室
使

用
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
利
用

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
今
年
は
辰
（
龍
・

竜
）
で
す
。
干
支
の
ル
ー

ツ
は
中
国
殷
（
紀
元
前
17

世
紀
か
ら
紀
元
前
11
世

紀
）
の
時
代
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
辰
は

十
二
支
中
た
だ
一
つ
の
想

像
上
の
干
支
で
す
が
、
龍

は
古
来
よ
り
中
国
で
は
権

力
の
象
徴
と
さ
れ
、
縁
起

の
良
い
生
き
物
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

（
一
財
）東
京
新
潟
県
人
会
館�

理
事
長

　佐
藤�

永
久

〒110-0005　東京都台東区上野 1-13-6　TEL （03）3832-7619　FAX （03）3832-7639
https://www.niigatakenjinkaikan.com　E-mail：info@niigatakenjinkai.com

理　事　長 佐藤　永久
副　理事長 鈴木　輝雄
業務執行理事 廣川　高志
理　事 髙橋　登
理　事 雨宮　勝夫
理　事 多田　治夫

当会館ではホール・会議室の貸し出しを行っております。
一般の方もご利用いただけます。
予約フォーム（右記二次元コード）またはお電話のご予約を承ります。

https://niigatakenjinkai.com/eringi/予約 予約サイト
二次元コード

新年あけましておめでとうございます
旧年中は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

東京新潟県人会館（ふれあいふるさと館）は新潟県との懸け橋の拠り所として、
また皆さまの活動拠点として気持ちよくご利用いただけるよう努めてまいります。

本年も変わらぬお引き立てのほど、宜しくお願い申し上げます。
（一財）東京新潟県人会館役員一同

理　事 山本　ミチ子
理　事 渡邊　肇
監　事 植木　康彦
監　事 中條　誠一
評議員 桑原　正志
評議員 登石　正中

評議員 小林　保廣
評議員 鈴木　清
評議員 村山　富雄
評議員 成田　浩
評議員 水澤　 允
評議員 富山　修一
事務局長 清水　好美
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祝
い
唄
、甚
句
、音
頭
、お
け
さ

弾
き
語
り
…
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
第
Ⅱ
部
は
『
東
京
湊
木
遣
り
愛

好
会
』
に
よ
る
佐
渡
の
祝
い
唄
・

湊
木
遣
り
が
会
場
一
杯
に
朗
々
と

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
次
か
ら
次
へ
と
若
波
会
、
朱
鷺

お
け
さ
会
、
あ
か
ね
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
甚
句
、
音
頭
、
お
け

さ
と
披
露
さ
れ
、
又
、
佐
渡
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

ヤ
マ
ト
さ
ん
の
熱
唱
、
若
波
会
会

員
に
よ
る
弾
き
語
り
『
三
階
節
』、

『
津
軽
の
響
き
』
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
も
豊
富
で
し
た
。

　
今
回
は
特
別
に
佐
渡
金
山
神
事

芸
『
や
わ
ら
ぎ
』
の
演
技
が
披
露

さ
れ
、
会
場
内
の
皆
様
か
ら
大
き

な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
『
や
わ
ら
ぎ
』
は
佐
渡
相

川
金
山
の
金
に
憧
れ
て
各
地
か
ら

や
っ
て
来
た
金
掘
り
大
工
達
が
暗

黒
の
地
底
と
過
酷
な
労
働
の
中
か

ら
嘆
き
声
と
共
に
口
ず
さ
ん
だ
で

あ
ろ
う
労
働
歌
の
『
石
切
り
歌
』

に
そ
の
源
が
あ
り
ま
す
。『
や
わ

ら
ぎ
』
の
意
味
は
金
掘
り
大
工
達

が
山
の
神
の
心
を
和
（
な
ご
）
め
、

◉
特
別
寄
稿
◉

『
令
和
５
年
　講
演
と
首
都
圏
・

�

佐
渡
伝
統
芸
能
の
集
い
』
を
終
え
て

　
又
『
ら
ん
ま
ん
』
で
数
々
の
楽

曲
を
提
供
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
わ
れ
綺
麗
な
楽
曲
も
聞

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。更
に
は『
ら

ん
ま
ん
』
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
牧

野
富
太
郎
博
士
の
生
誕
の
地
で
あ

る
高
知
県
を
訪
れ
た
お
話
し
で

あ
っ
と
い
う
間
の
予
定
の
一
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
（
土
）
上
野
区
民
館

で
昨
年
に
引
き
続
き
、
若
波
会
主

催
に
よ
る
『
講
演
と
佐
渡
伝
統
芸

能
の
集
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
貴
重
な
文
化
と
言
わ
れ

て
い
る
民
謡
・
伝
統
芸
能
も
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
に
衰
退
の
傾
向
に
有

り
、何
と
か
首
都
圏
で
故
郷
の
民

謡
・
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
思
い

で
、令
和
３
年
か
ら
こ
の
様
な
形

で『
～
集
い
』を
続
け
て
来
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
ド
ラ
の
音
楽
担
当

阿
部
海
太
郎
氏
の
『
音
楽
談
義
』

　
第
１
部
は
講
師
に
本
年
度
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
朝
ド
ラ
『
ら
ん
ま
ん
』

音
楽
担
当
の
作
曲
家
阿
部
海
太
郎

先
生
を
お
迎
え
し
て『
音
楽
談
義
』

の
お
話
し
が
は
じ
ま
り
、
冒
頭
先

生
が
幼
少
の
頃
に
父
親
の
故
郷
で

あ
る
佐
渡
ヶ
島
に
度
々
訪
れ
た
時

の
お
話
し
に
と
て
も
親
近
感
を
覚

え
ま
し
た
。

固
い
岩
盤
が
柔
ら
か
く
な
る
よ
う

に
祈
る
気
持
ち
に
由
来
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
方
の
装
束
は
鉱
山
で
使
用
し

た
筵（
む
し
ろ
）や
カ
マ
ス
の
裃（
か

み
し
も
）
で
身
を
包
み
、
袴
に
百

足
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

金
の
鉱
脈
が
石
英
岩
の
中
に
黒
い

縞
模
様
で
百
足
の
形
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。
叩
く

樽
は
御
奉
行
様
か
ら
頂
い
た
飲
み

干
し
の
樽
で
、
堀
子
は
坑
内
の
作

業
着
の
ド
ン
ザ
に
縄
帯
を
締
め
、

即
興
で
作
っ
た
鼻
切
り
面
を
掛
け

酒
宴
で
唄
い
踊
っ
た
の
で
す
。

　
掛
け
声
の
『
ホ
ウ
ラ
イ
ヤ
』
の

『
蓬
菜
』
は
『
め
で
た
い
』
の
意

味
で
す
。
そ
う
し
て
掘
ら
れ
た
金

が
徳
川
幕
府
の
屋
台
骨
を
支
え
た

訳
で
、
ま
さ
に
そ
の
昔
相
川
の
隣

は
江
戸
だ
っ
た
の
で
す
。

　
講
演
（
音
楽
談
義
）
に
伝
統
芸

能
・
民
謡
に
と
余
韻
を
残
し
な
が

ら
も
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
多
く
の
皆
様
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
若
波
会
相
談
役
　
斉
藤
実
）

講演の阿部海太郎氏 スライドで丁寧に説明する阿部海太郎氏

『やわらぎ』を披露する佐渡國草の会 東京支部 両津甚句を踊る若波会 祝い唄の東京湊木遣り愛好会
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６
歳
の
時
に
音
楽
学
校
に
通
っ

て
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
を
習
い
始
め

た
。
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
は
ピ
ア
ノ
の

鍵
盤
を
弦
に
し
た
よ
う
な
感
じ
で

す
。
毎
日
持
っ
て
い
る
の
で
重
さ

は
感
じ
な
い
が
、
８
キ
ロ
も
あ
り

持
つ
こ
と
で
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
も
な
る
と
い
う
。
10
歳
の
時
に

演
奏
公
演
で
日
本
に
初
来
日
し

た
。
そ
ん
な
縁
も
あ
っ
て

２
０
０
６
年
に
20
歳
で
活
動
拠
点

を
日
本
に
移
し
、
２
０
０
８
年
に

日
本
人
男
性
と
結
婚
し
長
男
を
授

か
り
、
現
在
は
音
楽
で
母
国
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
日
本
各
地
で

行
っ
て
い
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
況
の
膠
着
状

態
が
続
い
て
い
て
終
結
が
見
通
せ

な
い
中
で
、
昨
今
、
中
東
に
緊
迫

し
た
情
勢
が
発
生
し
、
欧
米
の
関

心
は
専
ら
そ
ち
ら
に
移
っ
て
い
ま

す
が
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の

恐
怖
は
、
今
日
、
電
話
で
聞
け
た

家
族
や
友
人
の
声
が
明
日
に
は
も

う
聞
け
な
く
な
る
か
も
し
れ
ず
、

今
も
人
々
が
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
安
全
で
平
和
な
世
界

が
訪
れ
て
欲
し
い
。

　
音
楽
を
通
し
て
平
和
を
願
い
日

本
で
音
楽
を
続
け
る
の
は
、
音
楽

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
自
分
の
役
割
で
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
町
が
破
壊

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
は
な

く
、
黄
色
い
小
麦
畑
で
新
鮮
な
空

気
が
吸
え
る
、
美
し
い
国
を
見
て

欲
し
い
。
昨
年
、
日
本
国
内
で
コ

　
今
回
の「
卓
話
の
時
間
」は
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し
て

カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
か
ら
ロ
シ
ア
侵
攻

の
祖
国
に
い
る
兄
弟
や
友
人
と
常

に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
、「
以
前
に
比
べ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
落
ち
着
い
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
も

毎
日
警
報
が
鳴
り
、
何
処
か
に
ミ

サ
イ
ル
が
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
生
活
に
皆
が
慣
れ
て
い
る
状
況

で
す
」
と
未
だ
戦
争
が
続
い
て
い

る
惨
状
を
訴
え
た
。
母
マ
リ
ア
さ

ん
も
昨
年
３
月
、
キ
ー
ウ
か
ら
避

難
し
て
日
本
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。

カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
誕
生
数
ヵ
月
後

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

　
１
９
８
６
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

北
部
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
近
郊
で
生

ま
れ
、
生
後
数
か
月
も
た
た
な
い

う
ち
に
チ
ェ
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事

故
が
起
き
て
、
両
親
と
２
人
の
姉

と
で
首
都
キ
ー
ウ
に
強
制
移
住
し

た
。

ン
サ
ー
ト
を
300
回
以
上
開
き
、
今

年
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
全
国
各
地
を

飛
び
回
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
伝
統
的
な
衣
装
を
身
に
着

け
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
の
魅
力

を
伝
え
て
い
る
。

第
２
部

《
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
演
奏
と
共
に

　
カ
テ
リ
ー
ナ
　
コ
ン
サ
ー
ト
》

　
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
を
弾
き
な
が
ら

「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど
の
日
本
の

歌
も
綺
麗
な
声
で
歌
っ
た
。
初
め

て
日
本
を
訪
れ
た
と
き
は
「
原
発

事
故
の
な
い
世
界
」
を
叫
び
、
今

は
「
戦
争
の
な
い
世
界
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る

歌
詞
を
誰
も
悲
し
ま
ず
、
当
た
り

前
の
日
常
を
自
由
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
と
の
思
い
を
込
め
て
熱
唱
。

「
８
月
に
公
演
も
兼
ね
て
家
族
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
が
、
日

本
が
一
番
暮
ら
し
や
す
い
と
実

感
。
街
が
き
れ
い
で
夜
も
安
全
だ

し
平
和
で
水
も
お
い
し
い
。
日
本

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
し
み
じ
み
。
続
け
て
「
た

だ
、
皆
さ
ん
、
平
和
に
慣
れ
て
い

る
日
本
の
平
和
と
安
全
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽

器
「
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
」
の
65
本
の

弦
か
ら
な
る
楽
器
の
特
徴
や

ジ
ャ
ー
ク
ユ
（
あ
り
が
と
う
）
な

ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
紹
介
も
行

い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
子
守
歌
と
し

て
も
歌
わ
れ
て
い
る『
金
色
の
花
』

や
現
地
の
音
楽
を
熱
唱
。
最
後
に

「
平
和
な
こ
の
青
空
が
い
つ
ま
で

も
続
く
よ
う
に
」
と
祈
り
を
込
め

て
『
翼
を
く
だ
さ
い
』
を
日
本
語

で
歌
い
上
げ
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
参
加
者
と

の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

�

（
総
務
委
員
長
・
及
川
恒
夫
）

ウクライナの思い出語るカテリーナさん

演奏するカテリーナさん 1

演奏するカテリーナさん 2

カテリーナさんと宮田タマ恵さん

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
日
も
早
く
平
和
を
！
」

卓
話
者
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽
器
・
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者

　
　
　
　カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
と

　
　
　
　指
導
者
・
宮
田
タ
マ
恵
さ
ん（
東
京
三
條
会
）

・
日
時
：
11
月
14
日（
火
）

・
場
所
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）２
階
ホ
ー
ル

第
50
回

　「卓
話
の
時
間
」

（�8�）



・
若
波
会 

藤
下
幸
伸
会
長

　
　
　
　 

馬
場
さ
な
え
副
会
長

・ 
主
催
者
側 

坂
田
組
織
委
員
長 

鏡
副
委
員
長 

村
山
委
員 

宮
内

委
員 
八
木
委
員 

杉
山
県
人
会

副
会
長
／
樋
口
広
報
委
員
長 

佐
藤
広
報
副
委
員
長

　
ま
ず
最
初
に
県
人
会
員
の
宮
田

亮
平
さ
ん
が
文
化
功
労
章
を
受
章

さ
れ
た
こ
と
の
報
告
。
前
回
の
同

窓
会
と
の
交
流
会
同
様
に
趣
味
を

同
じ
く
す
る
人
の
集
ま
り
で
あ
る

同
好
会
は
会
員
間
の
つ
な
が
り
が

強
い
は
ず
、
主
催
者
と
し
て
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
と
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

各
団
体
代
表
よ
り
会
の
活
動
状
況

等
に
つ
い
て
報
告

　
参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
の

後
、
順
次
5
つ
の
同
好
会
か
ら
会

の
歴
史
・
活
動
状
況
・
年
間
行
事
・

役
員
会
・
会
費
・
活
動
資
金
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

「
お
け
さ
ク
ラ
ブ
」の
河
野
代
表
は

　
最
近
代
表
職
を
引
き
継
い
だ
ば

か
り
、
会
員
数
も
15
名
と
多
く
は

な
い
が
月
二
回
の
練
習
を
主
体
に

明
る
く
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
し
て
い
ま
す
、
と
の
報
告

「
旅
ク
ラ
ブ
」の
鈴
木
代
表
か
ら
は
、

　
以
前
は
活
発
だ
っ
た
が
現
在
は

し
っ
か
り
し
た
世
話
役
も
い
な
く

思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
て
な

い
。
そ
れ
で
も
今
期
二
回
ほ
ど
の

旅
行
を
行
っ
た
。
入
会
を
待
っ
て

い
ま
す
と
の
こ
と
。

「
歌
声
ク
ラ
ブ
」の
柳
代
表
か
ら
は
、

　
10
年
以
上
参
加
者
も
多
く
活
発

に
活
動
し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
渦
で

参
加
者
も
25
名
前
後
と
少
な
く

な
っ
た
が
毎
月
一
回
、
活
動
の
楽

し
さ
を
第
一
に
し
て
参
加
費
千
円

で
開
催
し
て
い
る
。

「
業
種
間
交
流
会
」
は
東
條
さ
ん

と
村
山
さ
ん
お
二
人
の
共
同
代
表

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
他
の
ク
ラ
ブ
と
は
メ
ン
バ
ー
構

成
も
違
い
、
若
い
経
営
者
ク
ラ
ス

の
方
が
活
発
に
意
見
交
換
し
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
た
。
同
好
会
と
は
言
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
立
派
な
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
の
が
判
っ
た
。

「
若
波
会
」
の
藤
下
会
長
か
ら
は
、

　
佐
渡
に
伝
わ
る
多
く
の
民
謡
や

県
人
会
の
同
好
会
５
団
体

と
の
交
流
・
懇
親
会

　
昨
年
か
ら
12
回
開
催
し
て
き
た

各
郷
人
会
と
の
交
流
会
も
一
段

落
、
８
月
の
高
校
の
同
窓
会
と
の

交
流
会
に
続
き
今
回
は
県
人
会
中

に
あ
る
５
つ
の
同
好
会
と
の
交
流

会
と
な
っ
た
。

　
午
前
11
時
、
坂
田
組
織
委
員
会

委
員
長
の
司
会
進
行
で
ス
タ
ー

ト
。
当
日
の
出
席
者
は
、
左
記
5

つ
の
同
好
会
役
員
と
主
催
者
側
の

計
17
名
。

・
東
京
新
潟
県
人
会 

旅
ク
ラ
ブ

　
　
　
鈴
木
輝
雄
代
表

・
東
京
新
潟
県
人
会 

　
お
け
さ
ク
ラ
ブ
河
野
テ
ル
子
代
表

・
東
京
新
潟
県
人
会
歌
声
ク
ラ
ブ 

　
　
　
柳
政
直
代
表
　
加
藤
全
宏

　
　
　
清
水
裕
美
子

・
業
種
間
交
流
会

　
　
　
東
條
玉
英
共
同
代
表

　
　
　
村
山
政
利
共
同
代
表

踊
り
を
毎
月
こ
の
会
館
で
唄
っ
た

り
踊
っ
た
り
の
伝
統
あ
る
活
動
を

続
け
て
い
る
。

＊
今
回
も
和
や
か
な
食
事
を
挟
ん

で
の
懇
親
会
も
大
い
に
意
見
交
換

も
な
さ
れ
た
。

　
特
に
毎
月
発
行
の
広
報
誌
に
対

し
て
要
望
も
沢
山
出
て
大
い
に
参

考
と
な
っ
た
。

最後は全員で和やかに佐渡おけさ 業種間交流会（左端）／若波会

交流会参加全メンバー旅クラブ（左）／業種間交流会（右）

おけさクラブ（左端）／歌声クラブ

参
加
団
体
：�
旅
ク
ラ
ブ
／
お
け
さ
ク
ラ
ブ
／
歌
声
ク
ラ
ブ�

業
種
間
交
流
会
／
若
波
会

　
・
日
時
：
令
和
５
年
10
月
26
日（
木
）

　
・
場
所
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）２
Ｆ
ホ
ー
ル

　
・
主
催
：
組
織
委
員
会

第
14
回�

東
京
新
潟
県
人
会
と
同
好
会
役
員
と
の
交
流
会

◉「
県
人
会
と
郷
人
会
と
の
交
流
・
懇
親
」
シ
リ
ー
ズ
◉

 

（
広
報
委
員 

佐
藤 

勝
）

（ 9 ）



一
般
財
団
法
人
　
東
京
新
潟
県
人
会
館
　
役
員
　

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

理

事

長
佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

副
理
事
長
鈴
　
木
　
輝
　
雄
東
京
都
品
川
区

業
務
執
行
理
事

廣
　
川
　
高
　
志
東
京
都
練
馬
区

理

事
髙
　
橋
　
　
　
登
東
京
都
台
東
区

〃

雨
　
宮
　
勝
　
夫
東
京
都
板
橋
区

〃

多
　
田
　
治
　
夫
東
京
都
練
馬
区

〃

山
　
本
　
ミ
チ
子
東
京
都
北
区

〃

渡
　
邊
　
　
　
肇
東
京
都
千
代
田
区

監

事
植
　
木
　
康
　
彦
東
京
都
台
東
区

〃

中
　
條
　
誠
　
一
東
京
都
港
区

評

議

員
桑
　
原
　
正
　
志
東
京
都
板
橋
区

〃

登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

〃

小
　
林
　
保
　
廣
東
京
都
国
分
寺
市

〃

鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

〃

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

〃

成
　
田
　
　
　
浩
東
京
都
練
馬
区

〃

水
　
澤
　

　
允
東
京
都
北
区

〃

富
　
山
　
修
　
一
新
潟
県
新
潟
市

東
京
新
潟
県
人
会
　
役
員

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

名
誉
会
長
平
　
　
　
　
　
辰
東
京
都
大
田
区

名
誉
相
談
役
横
　
野
　
寅
　
夫
東
京
都
府
中
市

相

談

役
髙
　
橋
　
秀
　
夫
神
奈
川
県
座
間
市

〃

金
　
子
　
重
　
雄
東
京
都
豊
島
区

〃

春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
武
蔵
野
市

〃

曾
　
山
　
孝
　
一
東
京
都
荒
川
区

〃

若
　
井
　
謙
　
一
東
京
都
大
田
区

会

長
小
　
林
　
保
　
廣
東
京
都
国
分
寺
市

副

会

長
廣
　
川
　
高
　
志
東
京
都
練
馬
区

〃

佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

〃

山
　
本
　
ミ
チ
子
東
京
都
北
区

〃

福
　
原
　
　
　
弘
東
京
都
三
鷹
市

〃

鈴
　
木
　
輝
　
雄
東
京
都
品
川
区

〃

多
　
田
　
治
　
夫
東
京
都
練
馬
区

〃

細
　
井
　
ミ
ツ
子
東
京
都
新
宿
区

〃

根
　
津
　
万
寿
夫
東
京
都
板
橋
区

〃

小
　
林
　
英
　
典
東
京
都
台
東
区

〃

杉
　
山
　
範
　
子
東
京
都
台
東
区

〃

村
　
山
　
政
　
利
埼
玉
県
富
士
見
市

監

事
及
　
川
　
恒
　
夫
東
京
都
北
区

〃

和
　
田
　
政
　
雄
東
京
都
足
立
区

常
務
理
事
尾
　
田
　
喜
　
作
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

常
務
理
事
鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

〃

宮
　
内
　
富
　
子
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

戸
　
澤
　
末
　
子
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

〃

齋
　
藤
　
常
　
夫
千
葉
県
千
葉
市

〃

長
谷
川
　
文
　
子
埼
玉
県
草
加
市

〃

樋
　
口
　
　
　
昭
東
京
都
練
馬
区

〃

坂
　
田
　
純
　
一
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

加
　
藤
　
全
　
宏
東
京
都
世
田
谷
区

〃

水
　
澤
　

　
允
東
京
都
北
区

〃

岩
　
田
　
東
　
一
東
京
都
中
央
区

〃

田
　
中
　
正
　
芳
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

八
尾
坂
　
正
　
栄
東
京
都
練
馬
区

〃

柳
　
　
　
政
　
直
千
葉
県
我
孫
子
市

〃

石
　
田
　
廣
　
行
埼
玉
県
入
間
郡

〃

佐
　
藤
　
　
　
勝
東
京
都
西
東
京
市

〃

樋
　
口
　
高
　
士
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

山
　
田
　
セ
イ
子
東
京
都
中
央
区

〃

鏡
　
　
　
　
　
實
茨
城
県
守
谷
市

地
区
県
人
会

地

　区

　名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

荒

川

区
山
　
岸
　
冨
　
二
東
京
都
荒
川
区

岩

槻

区
福
　
井
　
　
　
満
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦

安
秋
　
葉
　
　
　
要
千
葉
県
浦
安
市

大

田

区
幹
事
長

丸
　
茂
　
勇
　
夫
東
京
都
大
田
区

尾

久
鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

葛

飾

区
内
　
田
　
　
　
晃
東
京
都
葛
飾
区

葛
南
船
橋
村
　
山
　
世
　
都
千
葉
県
船
橋
市

国

分

寺
樋
　
口
　
満
　
雄
東
京
都
国
分
寺
市

立

川
大
　
石
　
ふ
み
お
東
京
都
立
川
市

東
京
台
東
小
　
林
　
英
　
典
東
京
都
台
東
区

東
京
中
野
石
　
井
　
　
　
進
東
京
都
練
馬
区

練

馬
轡
　
田
　
英
　
夫
東
京
都
練
馬
区

八

王

子
吉
　
村
　
勝
　
雄
東
京
都
八
王
子
市

日

野
中
　
村
　
信
　
也
東
京
都
日
野
市

武
蔵
村
山
一
ノ
瀬
　
正
　
宏
東
京
都
武
蔵
村
山
市

国
土
交
通
省
事
務
局

小
　
野
　
真
　
人
神
奈
川
県
川
崎
市

新
潟
越
後
獅
子
の
会

鈴
　
木
　
忠
　
夫
埼
玉
県
志
木
市

郷
　
人
　
会

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

岩
首
東
京
人
会

佐
　
藤
　
東
　
司
千
葉
県
松
戸
市

海
の
柏
崎
会
矢
　
代
　
隆
　
義
埼
玉
県
富
士
見
市

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

え
ち
ご
妙
高
会

豊
　
田
　
　
　
寛
埼
玉
県
川
口
市

越
後
長
岡

ふ
る
さ
と
会
大
　
原
　
精
　
一
東
京
都
八
王
子
市

関
東
小
木
人
会

榎
　
谷
　
端
　
夫
千
葉
県
松
戸
市

関
東
畑
野
会
和
　
泉
　
賢
　
一
埼
玉
県
越
谷
市

五
泉
応
援
団
事
務
局

大
　
橋
　
貞
　
夫
東
京
都
世
田
谷
区

鯖
石
郷
大
沢
会

五
十
嵐
　
昌
　
男
神
奈
川
県
海
老
名
市

し
ば
た
豊
浦
会

髙
　
山
　
博
　
司
埼
玉
県
川
越
市

首
都
圏
岩
室

だ
い
ろ
会
和
　
田
　
政
　
雄
東
京
都
足
立
区

首
都
圏
え
ち
ご

蒲

原

会
鏡
　
　
　
　
　
實
茨
城
県
守
谷
市

首
都
圏
え
ち
ご

吉

田

会
登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

首
都
圏
京
ヶ
瀬
会

酒
　
井
　
勝
　
広
埼
玉
県
川
口
市

首
都
圏
在
住

関
川
村
人
会
河
　
内
　
廣
　
治
埼
玉
県
草
加
市

首
都
圏
佐
渡
金
井
会

池
　
　
　
登
志
邦
東
京
都
杉
並
区

首
都
圏
佐
渡
新
穂
会

河
　
原
　
　
　
清

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

山
　
本
　
顕
　
男
千
葉
県
佐
倉
市

首
都
圏
つ
き
が
た
会

鏡
　
　
　
　
　
實
茨
城
県
守
谷
市

首
都
圏
ふ
る
さ
と

わ
し
ま
会
横
　
山
　
　
　
勲
東
京
都
目
黒
区

首
都
圏
真
野
人
会

名
　
畑
　
榮
　
雄
東
京
都
多
摩
市

首
都
圏
み
し
ま
会

江
　
口
　
　
　
博
東
京
都
昭
島
市

首
都
圏
六
日
町
会

大
　
塚
　
昭
　
夫
千
葉
県
千
葉
市

首
都
圏
安
田
会

小
　
嶋
　
東
　
吾
千
葉
県
松
戸
市

城
下
町
新
発
田
会

小
　
野
　
悦
　
男
埼
玉
県
所
沢
市

東
京
寺
泊
会
橋
　
本
　
寛
　
二

東
京
相
川
会
寺
　
尾
　
　
　
晃
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
出
雲
崎
会

中
　
川
　
久
　
雄
千
葉
県
松
戸
市

東
京
板
倉
会
清
　
水
　
忠
　
志
長
野
県
安
曇
野
市

東
京
糸
魚
川
会

小
　
野
　
健
　
一

東
京
浦
川
原
会

大
　
嶋
　
　
　
勇
千
葉
県
成
田
市

東
京
・
え
ち
ご

雪
椿
の
会
長
谷
川
　
昭
　
男
東
京
都
葛
飾
区

東
京
大
潟
会
平
　
原
　
一
　
平
東
京
都
府
中
市

東
京
小
国
会
小
　
川
　
春
　
二
東
京
都
台
東
区

東
京
お
け
さ
会

髙
　
橋
　
睦
　
子
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
片
貝
会
安
　
達
　
亮
　
一
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
川
井
会
近
　
藤
　
　
　
武
東
京
都
日
野
市

東
京
河
崎
会
伊
　
藤
　
　
　
功

東
京
笹
神
会
椎
　
野
　
常
　
雄
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
三
條
会
大
　
竹
　
　
　
博
東
京
都
品
川
区

東
京
塩
沢
会
髙
　
橋
　
幹
　
夫
埼
玉
県
川
口
市

東
京
白
根
会
及
　
川
　
恒
　
夫
東
京
都
北
区

東
京
水
原
会
太
　
田
　
芳
　
夫
東
京
都
練
馬
区

東
京
関
原
会
三
　
條
　
和
　
男
東
京
都
武
蔵
村
山
市

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

東
京
高
倉
会
髙
　
橋
　
英
　
宣
埼
玉
県
草
加
市

東
京
津
南
郷
会

石
　
澤
　
政
　
宜
埼
玉
県
春
日
部
市

東
京
十
日
町
会

春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
中
央
区

東
京
中
之
口
会

相
　
田
　
雅
　
四
千
葉
県
松
戸
市

東
京
中
之
島
会

会
長
代
行

今
　
泉
　
昭
　
市
東
京
都
杉
並
区

東
京
中
野
俣
会

金
　
内
　
制
　
治
東
京
都
品
川
区

東
京
新
潟
県
人

ゴ
ル
フ
会

東
京
新
潟
西
川
会

東
京
奴
奈
川
会

小
　
堺
　
　
　
保

東
京
布
川
会
樋
　
口
　
五
　
郎
埼
玉
県
川
口
市

東
京
魚
沼
会
櫻
　
井
　
武
　
光
埼
玉
県
川
口
市

東
京
分
水
会
大
　
島
　
芳
　
昭
東
京
都
新
宿
区

東
京
牧
村
会
鈴
　
木
　
　
　
勉
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
松
里
会
佐
　
藤
　
昭
　
尾
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
松
代
会
石
　
田
　
廣
　
行
埼
玉
県
入
間
郡

東
京
松
之
山
会

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

東
京
村
上
市
郷
友
会

佐
　
藤
　
　
　
勝
東
京
都
西
東
京
市

東
京
弥
彦
村
人
会

武
　
石
　
堅
　
次
埼
玉
県
川
口
市

東
京
や
ま
と
会

田
　
中
　
正
　
芳
神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
吉
川
会
常
　
山
　
正
　
樹
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
良
寛
会
東
　
條
　
玉
　
英
東
京
都
八
王
子
市

東
京
両
津
の
会

祝
　
　
　
憲
　
史
東
京
都
中
央
区

新
潟
下
越
連
合

古
　
川
　
義
　
範
神
奈
川
県
大
和
市

ふ
る
さ
と
入
広
瀬
会

佐
　
藤
　
義
　
孝
東
京
都
杉
並
区

ふ
る
さ
と
越
路
会

内
　
山
　
　
　
繁
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
阿
賀
町
会

長
谷
川
　
久
　
雄
埼
玉
県
川
口
市

ふ
る
さ
と
上
越

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
　
坂
　
庸
　
雄

村
上
市
朝
日

ふ
る
さ
と
会
高
　
橋
　
正
　
作
東
京
都
品
川
区

巻
ふ
る
さ
と
会

代
理
人
　

大
　
滝
　
宏
　
二
東
京
都
江
東
区

お
け
さ
友
愛
会

金
　
子
　
美
　
子
東
京
都
江
東
区

花
實
短
歌
会

代
々
木
支
部
支
部
長
　

外
　
山
　
禮
　
子
東
京
都
世
田
谷
区

葉

月

会
金
　
田
　
恵
美
子
東
京
都
板
橋
区

三
洋
電
機

洋

友

会
村
　
瀬
　
桂
三
郎
埼
玉
県
狭
山
市

ふ
る
さ
と

文
化
交
流
会
春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
武
蔵
野
市

賀　正賀　正
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本
部
６
委
員
会
＋
２
部
会

総
務
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
及
　
川
　
恒
　
夫

副
委
員
長
鈴
　
木
　
　
　
清

委

員
春
　
日
　
　
　
寛

〃

三
　
條
　
和
　
男

〃

戸
　
澤
　
末
　
子

〃

尾
　
田
　
喜
　
作

〃

八
尾
坂
　
正
　
榮

〃

水
　
上
　
　
　
卓

〃

船

　田

　さ
と
子

〃

服

　部

　真

　吾

〃

須

　田

　健

　一

〃

石

　塚

　
　
　智

財
務
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
岩
　
田
　
東
　
一

副
委
員
長
内
　
田
　
　
　
晃

〃

中
　
條
　
誠
　
一

委

員
樋
　
口
　
　
　
茂

〃

村
　
山
　
　
　
修

文
化
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
樋
　
口
　
　
　
昭

副
委
員
長
齋
　
藤
　
常
　
夫

〃

原
　
　
　
勝
　
英

委

員
高
　
津
　
　
　
葆

〃

水
　
澤
　

　
允

〃

長
谷
川
　
文
　
子

〃

松
　
川
　
吉
　
男

組
織
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
坂
　
田
　
純
　
一

副
委
員
長
鏡
　
　
　
　
　
實

委

員
村
　
山
　
富
　
雄

〃

山
　
崎
　
和
　
子

〃

宮
　
内
　
富
　
子

〃

八
　
木
　
　
　
浩

〃

林
　
　
　
一
　
雄

同
　
窓
　
会

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

新
井
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
宮
　
下
　
忠
　
司
千
葉
県
成
田
市

加
茂
農
林
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

土
　
屋
　
七
　
郎
千
葉
県
千
葉
市

関
東
北
友
会
神
　
尾
　
津
威
起
東
京
都
青
梅
市

県
立
村
松
高
等
学
校

東
京
同
窓
会
大
　
橋
　
貞
　
夫
東
京
都
世
田
谷
区

高
田
高
女
北
城
高
校

同
窓
会
東
京
支
部

長
谷
川
　
瓔
　
子
東
京
都
三
鷹
市

十
日
町
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

福
　
原
　
　
　
弘
東
京
都
三
鷹
市

東
京
新
商
会
事
務
局
　

石
　
塚
　
　
　
智
東
京
都
千
代
田
区

東
京
柏
工
会
山
　
﨑
　
　
　
勇
埼
玉
県
富
士
見
市

東
京
柏
商
同
窓
会

矢
　
部
　
　
　
亨
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

長
岡
工
業
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

金
　
井
　
博
　
光
千
葉
県
野
田
市

能
水
会
東
京
支
部

陸
　
川
　
　
　
徹
埼
玉
県
入
間
市

新
潟
県
立
佐
渡

総
合
高
校
同
窓

会
関
東
支
部

事
務
局
　

石
　
塚
　
一
　
昭
東
京
都
中
野
区

松
之
山
校
友
会

村
　
山
　
東
風
雄
千
葉
県
市
川
市

南
鯖
石
中
Ｓ

39
卒
関
東
会
目
　
崎
　
道
　
頼
茨
城
県
石
岡
市

六
日
町
高
校

東
京
同
窓
会
須
　
藤
　
　
　
武

村
上
高
校
同
窓
会

関
東
支
部
高
　
橋
　
初
　
雄
千
葉
県
四
街
道
市

新
潟
大
学

首
都
圏
同
窓
会

成
　
田
　
　
　
浩
東
京
都
練
馬
区

新
潟
県
立
高
田

高
等
学
校
校
友
会

東
京
支
部

支
部
長

内
　
山
　
郁
　
夫

同
　
好
　
会

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

歌
声
ク
ラ
ブ
代
表

柳
　
　
　
政
　
直
千
葉
県
我
孫
子
市

お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表

河
　
野
　
テ
ル
子
東
京
都
台
東
区

業
種
間
交
流
会

共
同
代
表

東
　
條
　
玉
　
英

村
　
山
　
政
　
利
東
京
都
八
王
子
市

埼
玉
県
富
士
見
市

女
性
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
長
谷
川
　
文
　
子

副
委
員
長
山
　
田
　
セ
イ
子

委

員
小
松
原
　
洋
　
子

〃

清
　
水
　
裕
美
子

〃

船
　
田
　
さ
と
子

〃

齊
　
藤
　
澄
　
子

〃

鎌
　
滝
　
津
江
子

広
報
委
員
会

氏

　
　名

委

員

長
樋
　
口
　
高
　
士

副
委
員
長
佐
　
藤
　
　
　
勝

委

員
田
　
中
　
　
　
実

〃

石
　
黒
　
繁
　
子

〃

榊
　
　
　
勝
　
彦

〃

山
　
田
　
セ
イ
子

〃

髙
　
橋
　
徳
　
次

〃

清
　
水
　
裕
美
子

〃

鎌
　
滝
　
津
江
子

〃

成
　
田
　
　
　
浩

広
報
・
広
告
部
会

氏

　
　名

委

員

長
廣
　
川
　
高
　
志

委

員
若
　
井
　
謙
　
一

〃

佐
　
藤
　
永
　
久

〃

鈴
　
木
　
輝
　
雄

〃

杉
　
山
　
範
　
子

〃

鎌
　
滝
　
津
江
子

交
流
・
渉
外
部
会

氏

　
　名

委

員

長
佐
　
藤
　
永
　
久

会

　
　
名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

旅
ク
ラ
ブ
鈴
　
木
　
輝
　
雄
東
京
都
品
川
区

若

波

会
藤
　
下
　
幸
　
伸
埼
玉
県
北
足
立
郡

地
区
県
人
会
・
郷
人
会
会
長
以
外
の
理
事

役

職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

理

事
池
　
田
　
　
　
博
東
京
都
渋
谷
区

〃

髙
　
澤
　
悦
　
夫
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

石
　
黒
　
繁
　
子
東
京
都
江
東
区

〃

加
　
藤
　
喜
　
七
東
京
都
葛
飾
区

〃

金
　
澤
　
拓
　
平
東
京
都
三
鷹
市

〃

狩
　
野
　
敏
　
子
東
京
都
大
田
区

〃

川
　
邉
　
良
　
子
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

木
　
村
　

　
子
新
潟
県
佐
渡
市

〃

児
　
玉
　
　
　
信
千
葉
県
船
橋
市

〃

齊
　
藤
　
澄
　
子
東
京
都
葛
飾
区

〃

榊
　
　
　
勝
　
彦
東
京
都
台
東
区

〃

佐
　
藤
　
啓
　
子
東
京
都
練
馬
区

〃

清
　
水
　
裕
美
子
東
京
都
千
代
田
区

〃

鈴
　
木
　
四
子
二
東
京
都
江
東
区

〃

高
　
津
　
　
　
葆
東
京
都
国
分
寺
市

〃

髙
　
橋
　
徳
　
次
埼
玉
県
入
間
郡

〃

髙
　
橋
　
　
　
登
東
京
都
台
東
区

〃

髙
　
間
　
紀
　
雄
東
京
都
杉
並
区

〃

田
　
中
　
　
　
実
埼
玉
県
所
沢
市

〃

中
　
條
　
誠
　
一
東
京
都
港
区

〃

樋
　
口
　
　
　
茂
埼
玉
県
上
尾
市

〃

船
　
田
　
さ
と
子
東
京
都
杉
並
区

〃

水
　
上
　
　
　
卓
東
京
都
中
央
区

〃

山
　
崎
　
和
　
子
埼
玉
県
上
尾
市

〃

渡
　
邉
　
秀
　
夫
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

宮
　
田
　
タ
マ
恵
東
京
都
世
田
谷
区

〃

鎌
　
滝
　
津
江
子
千
葉
県
千
葉
市

〃

松
　
川
　
吉
　
男
千
葉
県
市
川
市

〃

服
　
部
　
真
　
吾
東
京
都
大
田
区

〃

藤
　
下
　
幸
　
伸
埼
玉
県
北
足
立
郡

〃

石
　
塚
　
　
　
智
埼
玉
県
蕨
市

名
　
誉
　
会
　
員

役

職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

名
誉
会
員
加
　
藤
　
　
　
勲
東
京
都
葛
飾
区

〃

小
　
菅
　
俊
　
信
千
葉
県
千
葉
市

〃

駒
　
村
　
正
　
樹
千
葉
県
千
葉
市

〃

清
　
水
　
文
　
雄
千
葉
県
松
戸
市

〃

細
　
谷
　
シ
　
ズ
茨
城
県
守
谷
市

〃

丸
　
山
　
　
　
武
東
京
都
町
田
市

〃

村
　
山
　
世
　
都
千
葉
県
船
橋
市

賀　正賀　正

（ 11 ）



県
人
会
名
誉
会
長

　 

大
庄
グ
ル
ー
プ 

会
長

平
　
　
　
　
　
辰

県
人
会
会
長

小
　
林
　
保
　
廣

髙
　
橋
　
秀
　
夫

東
京
新
潟
県
人
会

神
奈
川
県
座
間
市
さ
が
み
野
一‒

八‒

一
一

〇
四
六
―
二
五
三
―
八
一
五
八

 

相
談
役

県
人
会
相
談
役

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
名
誉
会
長

首
都
圏
つ
き
が
た
会
名
誉
会
長

曽
　
山
　
孝
　
一

県
人
会
名
誉
相
談
役

横
　
野
　
寅
　
夫

県
人
会
副
会
長

東
京
村
上
市
郷
友
会
幹
事

下
越
連
合
幹
事

細
　
井
　
ミ
ツ
子

東
京
新
潟
県
人
会 

相
談
役

東
京
十
日
町
会 

会
長

春
　
日
　
　
　
寛

武
蔵
野
市
境
五
―
六
―
三
〇

電
話 

〇
三（
三
五
四
五
）四
四
五
一
◯代

県
人
会
副
会
長

山
　
本
　
ミ
チ
子

県
人
会
相
談
役

東
京
松
代
会
顧
問

若
　
井
　
謙
　
一

佐
　
藤
　
永
　
久

財
団
理
事
長

県
人
会
副
会
長

県
人
会
副
会
長

弁
護
士 

福
　
原
　
　
　
弘

 

東
京
弁
護
士
会
所
属

虎
ノ
門
カ
レ
ッ
ジ
法
律
事
務
所

　
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
―
一
―
二
三

　
　
虎
ノ
門
東
宝
ビ
ル
三
階

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
五
五

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
七
〇

〒105
-0001

東
京
白
根
会
会
長

県
人
会
監
事

総
務
委
員
長

及
　
川
　
恒
　
夫

財
団
業
務
執
行
理
事

県
人
会
副
会
長

廣
　
川
　
高
　
志

鈴
　
木
　
輝
　
雄

品
川
区
旗
の
台
六
―
十
七
―
十
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
七
八
六
―
四
五
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

携
帯 

〇
九
〇
―
四
二
四
二
―
六
七
三
九

〒
142－
0064

財
団
副
理
事
長

県
人
会
副
会
長

県
人
会
副
会
長

東
京
十
日
町
会
幹
事

杉
　
山
　
範
　
子

県
人
会
常
務
理
事

尾
久
新
潟
県
人
会
会
長

鈴
　
木
　
　
　
清

荒
川
区
西
尾
久
一
―
二
十
―
十
―
七
〇
四

℡   

℻  
　
〇
三
―
三
八
九
三
―
六
五
二
三

116-
0011

〒

県
人
会
常
務
理
事

文
化
委
員
長

樋

　口

　
　
　昭

県
人
会
常
務
理
事

女
性
委
員
長
・
文
化
委
員

長
谷
川

　文

　子

財
団
評
議
員

県
人
会
常
務
理
事

文
化
委
員水

　
澤
　

　
允

財
団
理
事雨

　
宮
　
勝
　
夫

台
東
区
上
野
１‒

13‒

6

電
話
０
３‒

３
８
３
２‒

７
６
１
９

110-
0005

〒

加
　
藤
　
全
　
宏

県
人
会
常
務
理
事

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
名
誉
会
長

東
京
松
代
会
　
顧
問

県
人
会
常
務
理
事

柳
　
　
　
政
　
直

０
９
０
―
３
５
４
４
―
３
７
６
８

石
　
田
　
廣
　
行

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０
―
４
８
４
９
―
３
４
３
６

県
人
会
常
務
理
事

東
京
松
代
会
　
会
長

県
人
会
常
務
理
事

広
報
委
員
長

東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
会
長

樋

　口

　高

　士

editorial

樋
口
企
画
事
務
所

hi-ki@
y9.dion.ne.jp

坂
　
田
　
純
　
一

電
話 

０
９
０
―
６
１
６
５
―
４
４
４
９

県
人
会
常
務
理
事

組
織
委
員
長

賀　正賀　正
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県
人
会
常
務
理
事

戸
　
澤
　
末
　
子

県
人
会
常
務
理
事

宮
　
内
　
富
　
子

県
人
会
理
事

㈲
久
地
興
業  

代
表
取
締
役

川
　
邉
　
良
　
子

県
人
会
名
誉
会
員

葛
飾
区
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長

加
　
藤
　
　
　
勲

県
人
会
理
事

東
京
良
寛
会
　
会
長

「
業
種
間
交
流
会
」共
同
代
表
幹
事

東
　
條
　
玉
　
英

　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市

県
人
会
理
事

星
　
野
　
憲
　
三

埼
玉
県
川
越
市
下
広
谷
９
３
１‒

４

電
話
０
４
９‒

２
３
２‒

６
７
４
６

350-
0804

〒会
長

　村

　山

　世セ

　都ツ

県
人
会
名
誉
会
員

葛
南
船
橋
新
潟
県
人
会

　
日
本
新
舞
踊
藤
村
流

　
　
家
元 

藤
村
世
都
嘉

渡

　邉

　秀

　夫

東
京
新
潟
県
人
会 

理
事

ガ
ン
サ
ポ
ー
ト
福
寿
草
会 

会
長

新
潟
越
後
獅
子
の
会
相
談
役

株
式
会
社
増
工
務
店
取
締
役

田
　
中
　
幸
　
男

川
口
市
領
家
３

－

24

－

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
４
８（
２
２
４
）６
７
９
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

携
帯
電
話  
０
９
０（
８
４
３
５
）３
３
５
７

〒
332－
0004

武
　
石
　
堅
　
次

東
京
弥
彦
村
人
会

会
長

取締役会長　　　　　

齋  藤  信  夫

住所　 埼玉県富士見市
　　　東みずほ台 1-9-4
電話　049-255-6616
E-mail：n-saito@palhonest.co.jp

　　株式会社
　　パル・オネスト

（
柏
崎
市
出
身
）

杤
　
堀
　
賢
　
悟

新
宿
区
北
新
宿
２
―
２
―
13
―
303

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
六
）九
四
―

四
五
五
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
六
）九
四
―

二
〇
〇
一
㈹

 

宮
司
　
渡  

部  

吉  

信

八
尾
坂
　
正
　
榮

県
人
会
常
務
理
事

練
馬
新
潟
県
人
会
顧
問

株
式
会
社
　
聚
　
楽

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
二
号

℡
  〇
三（
三
二
五
一
）七
二
二
一

〒
101-
0063

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２-

10-

１

電

　
　話

　０
３―

５
２
１
８
―
７
０
３
９

営
業
時
間

　11
時
～
19
時

　年
末
年
始
以
外
無
休

〒100
-0006
東
京
交
通
会
館
1
階

　
代
表
取
締
役
　
遠 

山
　
　
亮

　
社
長
執
行
役
員

 

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
︱
八
︱
十

 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア

 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
︱
六
六
七
一
︱
八
二
八
四

株
式
会
社 D

I Palette

〒
104-6040

石
　

田
　

幸
　

雄

　
　
　
　

殖  

栗  

道  

郎

取
締
役

頭
　
取

世
界
70
カ
国
か
ら
な
る
旅
の
宿
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
営
利
型
一
般
財
団
法
人 

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

会
　
長
　

山
　
谷
　
え
り
子

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
―
一

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
―
五
七
三
八
―
〇
五
四
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.jyh.or.jp/

〒
151-
0052

株
式
会
社
　
台
一
環
境

代
表
取
締
役
　

金
子 

秀
五
郎

本
　
社
　
〒
１
５
５‒

０
０
３
３

　
　
　
　 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田

六‒

六‒

九‒

１
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　（
０
３
）３
４
６
８‒

４
１
１
４

髙
　
橋
　
秀
　
夫

東
京
松
之
山
会

神
奈
川
県
座
間
市
さ
が
み
野
一‒

八‒

一
一

〇
九
〇—

七
七
三
八—

九
二
一
四

 

永
世
会
長

梅
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

板
　
垣
　
守
　
寿

賀　正賀　正
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　　　大和電建株式会社
　　代表取締役
　　社　　　長　本　山　秀　樹
　　　　　　　　　 E-mail/jdaiwa02@carrot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　 URL：http://www.daiwadenken.com
 
本　　社 / 〒 943-0225 新潟県上越市三和区野 5849-26　TEL 025（530）8200　FAX 025（530）6300

東京支社 / 〒 150-0013 東京都渋谷区恵比寿 3-7-13　TEL 03（3449）9251　FAX 03（3449）9266

十日町営業所 / 〒 942-1526 新潟県十日町市松代 3773-25　TEL 025（597）2135　FAX 025（597）2036

〒950-0916 新潟市中央区米山4丁目6番12号

代表取締役社長 田中 弼
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.cs-nakamura.co.jp

首都圏支店 TEL：048-871-8944 FAX：048-871-8977

〒330-0802 さいたま市大宮区宮町3-9-7宮町武蔵ﾋﾞﾙ3階
新潟支店 ・東北支店 ・新発田支店・長岡支店 ・上越支店 ・石巻営業所

建物に命を吹き込むエンジニア

古屋  裕之

新
潟
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

廣

田

幹

人

〒

九
五
〇-

八
六
三
三

新
潟
市
東
区
小
金
町
一
丁
目
十
七
番
二
〇
号

☎

〇
二
五-

二
七
四-

一
九
六
五

　　  株式会社　福田組
本　　社 〒951-8668　新潟県新潟市中央区一番堀通町 3－10
 TEL　025-266-9111
 代表取締役社長　荒明　正紀

東京本店 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-4　
 メヂカルフレンドビル
 TEL　03-5216-4888
 取締役常務執行役員本店長　大塚　進一

浅川慎一

三光建設 株式会社
代表取締役　松川 吉男

TEL：047-396-0161（代）
FAX：047-396-0162
千葉県市川市富浜 1-6-20

土地・建物・売買・仲介
千葉県知事免許（13） 第5435号

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

小

田

敏

三

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

佐
藤

　
　
明

〒950-8535
新潟市中央区
万代 3-1-1
TEL（025）385-7111

電子版
ご購読は
こちらから↑

日本旅行は未来を拓くアクティブカンパニーを
目指し、地域に貢献し続けます。

株式会社日本旅行 新潟支店

支店長 石田 克弥
〒 新潟市中央区東大通１－３－８

明治安田生命ビル１Ｆ
： ：

番場 太吉

長
岡
商
工
会
議
所

会  

　頭

　大 
原 
興 

人

長
岡
市
表
町
三
丁
目
一–
八

 

リ
ナ
シ
エ
ビ
ル
３

電
話 

〇
二
五
八

－三
二

－四
五
〇
〇

〒
940-
0071

向
日
葵
の
会

日
成
ラ
イ
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

水
　
澤
　

　
允

東
京
都
北
区
田
端
四‒

七‒

十
四

電
話 

〇
三（
五
六
八
五
）〇
三
六
六

114-
0014

〒

星
野
　
正
行

神
奈
川
県
厚
木
市
三
田
一
―
二
―
一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
六
―
二
四
二
―
一
五
一
一

〒
243－
0211

常
盤
産
業
株
式
会
社

　創
立
五
十
六
周
年

常
盤
建
設
運
輸
株
式
会
社

　創
立
四
十
四
周
年

 

代
表
取
締
役
会
長

 

（
長
岡
市
出
身
）

賀　正賀　正

（ 14 ）



長岡応援倶楽部
会員募集中♪

申込はコチラ

自
然
・
雪
・
温
泉
・
歴
史
・
食会

長
　
豊
田
　
寛

役
員
一
同

え
ち
ご
妙
高
会

「
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園
」

 

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
!!

電話　049-236-7666

会 長 高　山　博　司

幹 事 長 浜　田　末四郎

相 談 役 細　野　勝　年

相 談 役 伊　藤　　　昭

本
　
間
　
春
　
雄

藤
　
田
　
　
　
繁

遠
　
藤
　
哲
　
夫

和

　田

　政

　雄

三
　
富
　
義
　
治

山
　
上
　
　
　
満

顧

問

名
誉
会
長

〃

会

長

副

会

長

幹

事

長

首
都
圏
岩
室
だ
い
ろ
会

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

名
誉
会
長

曽
　
山
　
孝
　
一

名
誉
会
長

遠
　
藤
　
哲
　
夫

名
誉
会
長

加
　
藤
　
全
　
宏

相

談

役

織
田
島
　
　
　
勇

会

　

長

鏡
　
　
　
　
　
實

副

会

長

登
　
石
　
正
　
中

副

会

長

平
　
出
　
英
　
雄

幹

事

長

宮
　
川
　
玉
　
城

副
幹
事
長

相
　
田
　
雅
　
四

事
務
局
長

石
　
川
　
喜
久
次

会
計
幹
事

河
　
治
　
　
　
弘

会
計
監
査

市
　
川
　
範
　
子

役
　
員
　
一
　
同

加　藤　洋　一

小　嶋　東　吾

宮　前　節　子

今　井　紀美子

伊　藤　初　子

篠　崎　美代子

相 談 役

会　　長

副 会 長

〃

〃

会 計

首都圏安田会 首
都
圏
六
日
町
会

東
京
か
ら
二
時
間

『
県
の
石
・
ヒ
ス
イ
の
町
』

東
京
糸
魚
川
会

役
員
一
同

会

長

小
　
野
　
健
　
一

城
下
町
新
発
田
会

相
談
役 

築
　
井
　
松
　
治

会
　
長 

小
　
野
　
悦
　
男

幹
事
長 

松
　
川
　
吉
　
男

広
　
　
報 

岩
　
村
　
英
　
輔

会
　
　
計 

築
　
井
　
誠
　
一

他 

役

員

一

同

東
京
川
井
会

会

長

近
　
藤
　
　
　
武

役
　
員
　
一
　
同

会
長

五
十
嵐
　
昌
　
男

役
　
員
　
一
　
同

創
立
三
十
九
周
年

鯖
石
郷 

大
沢
会

名誉相談役

相 談 役

〃

名誉会長

会 長

横　野　寅　夫横　野　寅　夫

春　日　　　寛春　日　　　寛

星　野　憲　三星　野　憲　三

加　藤　喜　七加　藤　喜　七

長谷川　昭　男長谷川　昭　男

東京・えちご雪椿の会東京・えちご雪椿の会

三
洋
電
機
洋
友
会

　
　
　東
京
地
区

中
　
川
　
久
　
雄

役
　
員
　
一
　
同

会
　

長
他

首都圏在住関川村人会
名
誉
会
長

村

長

加
　
藤
　
　
　
弘

名
誉
顧
問

村
議
会
議
長

小
　
澤
　
　
　
仁

会

長

河
　
内
　
廣
　
治

副

会

長

佐
々
木
　
敏
　
子

副

会

長

新
　
野
　
次
　
郎

理
事
事
務
局

渡
　
邉
　
勝
　
蔵

理

事

轡
　
田
　
洋
　
子

理

事

大
　
沼
　
康
　
衛

理

事

沼
　
沢
　
和
　
雄

理

事

思
　
田
　
た
み
子

理

事

斎
　
藤
　
と
し
子

理

事

中
　
田
　
ア
ヤ
子

理

事

佐
々
木
　
文
　
雄

監

事

津
　
野
　
　
　
巌

監

事

佐
　
藤
　
芳
　
治

酒　井　勝　広

長谷川　昭　二
田　中　恵美子
長　妻　富　恵
島　津　　　哲
小　川　三　郎

会　長

副会長

〃

〃

〃

事務局

首都圏京ヶ瀬会

賀　正賀　正
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東
京
松
代
会牧

　
田
　
嘉
　
正

若
　
井
　
謙
　
一

柳
　
　
　
政
　
直

柳
　
　
　
信
　
輔

石

　田

　廣

　行

齋
　
藤
　
信
　
夫

松
　
山
　
利
　
英

千
　
尋
　
典
　
子

小
　
堺
　
隆
　
弘

小
　
堺
　
　
　
保

山
　
本
　
健
　
次

齋
　
藤
　
辰
　
義

役
　
員
　
一
　
同

顧

問

〃〃〃

会

長

筆
頭
副
会
長

次
席
副
会
長

松
代
地
区

峰
方
地
区

奴
奈
川
地
区

幹

事

長

副
幹
事
長

東
京
小
国
会

相
談
役

山
　
田
　
順
　
治

相
談
役

篠
　
崎
　
恒
　
男

相
談
役

大
　
橋
　
　
　
悟

会

長

小
　
川
　
春
　
二

副
会
長

小
　
林
　
昭
　
栄

副
会
長

五
十
嵐
　
セ
イ
子

副
会
長

北
　
原
　
セ
　
ツ

幹
事
長

小
　
川
　
　
　
勝

　
他
　
　
　
役
員
一
同

東京笹神会
会　　長

副 会 長

〃

〃

〃

事務局長

椎　野　常　雄

遠　藤　力　三
森　下　美保子
立　川　順　子
神　谷　孝　三
大　月　祐　次

東 京 三 條 会

ふるさとを讃え、
　　　　　そして楽しく語る会

三条市にゆかりのある方
お待ちしています

会長　大竹　博

連絡先：080-5977-7012

東
京
水
原
会太

　
田
　
芳
　
夫

星
　
野
　
　
　
守

古
　
川
　
　
　
徹

会

長

副
会
長

兼
事
務
局
長

副
会
長

白
鳥
の
舞
う
「
瓢
湖
」

東
京
津
南
郷
会

会
　
長

石
　
澤
　
政
　
宜

役
　
員
　
一
　
同

東京白根会
会　長　　及　川　恒　夫

副会長　　大　村　　　隆
副会長　　藤　村　茂　樹
幹事長　　佐　藤　恭　世
幹　事　　杉　浦　　　正
幹　事　　冨　井　　　歩
幹　事　　金　子　弓　子
幹　事　　川　口　　　正
監　査　　水　野　五十一

東
京
関
原
会

事
務
局
　
練
馬
区
旭
町
二̶

二
二̶

八

　
　
　
　
廣
川
内
　
東
京
関
原
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
九
九
八
）四
六
二
二

三

條

和

男

役

員

一

同

会

長

会

長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

相
　
田
　
雅
　
四

山
　
田
　
　
　
優

多
　
久
　
惠
　
子

石
　
川
　
喜
久
次

東
京
中
之
口
会

東
京
中
野
俣
会

会

長

副
会
長

会

計

幹
事
長

金

内

制

治

金

内

健

二

波

形

貞

夫

林

　

確

東
京
布
川
会樋

　
口
　
五
　
郎

志
　
賀
　
貞
　
一

𠮷
　
楽
　
明
　
子

他
　
役
員
一
同

会

長

幹
事
長

会
計
幹
事
長

東
京
松
里
会

会
　
長
　
佐
　
藤
　
昭
　
尾

東
京
牧
村
会鈴

　木

　
　
　勉

大
　
塚
　
克
　
美

折
　
笠
　
定
　
勝

前
　
山
　
正
　
子

羽
　
深
　
眞
　
一

役
　
員
　
一
　
同

会
　

長

副

会

長

〃〃〃他

東
京
松
之
山
会髙　

橋
　
秀
　
夫

伊
　
藤
　
章
　
二

村
　
山
　
富
　
雄

宮
　
崎
　
悦
　
子

他
役
員
一
同

永
世
会
長

名
誉
会
長

会

長

幹

事

長

本
部
　
船
橋
市
七
林
町
一
一
七‒

六
五

℡
０
４
７（
４
６
５
）８
４
３
５

東
京
弥
彦
村
人
会

堀
　
　
　
　
　
優

黒
　
田
　
マ
　
リ

武
　
石
　
堅
　
次

一
　
栁
　
建
　
子

樋
　
浦
　
憲
　
次

武
　
石
　
　
　
忠

名
誉
会
長

名
誉
顧
問

会

長

副
会
長

〃
幹
事
長

会
　
　
長 

佐
　
藤
　
　
　
勝

 

役
　
員
　
一
　
同

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

会

長

山

本

顕

男

　

他

役

員

一

同

関

東

小

木

人

会

会
長

榎
谷
端
夫

関

東

畑

野

会

会
長

和
泉
賢
一

関

東

羽

茂

会

会
長

若
林
照
二

首
都
圏

佐
渡
金
井
会

会
長

池
　
登
志
邦

首
都
圏

佐
渡
新
穂
会

会
長

河
原
　
清

首
都
圏

佐

和

田

会

会
長

金
子
怜
三

首
都
圏

真

野

人

会

会
長

名
畑
榮
雄

東

京

相

川

会

会
長

寺
尾
　
晃

東

京

赤

泊

会

会
長

信
田
庸
二

東

京

河

崎

会

会
長

伊
藤
　
功

東

京

両

津

の

会

会
長

祝
　
憲
史

東
京
浦
川
原
会大

嶋
　
　

勇

松

内
　
　

康

和

栗

時

男

西

山

光

夫

小

平

省

三

平

山

裕

子

会
　
　
長

幹
事
長

副
会
長

〃〃〃

東
京
魚
沼
会

名
誉
会
長 

佐
藤 

永
久

会

　
　長 

櫻
井 

武
光

副

会

長 

閏
間 

儀
雄

　
〃

 

今
井 

　充

　
〃

 

目
黒 

　榮

　〃 

佐
藤 

正
二

　〃 

松
井 

利
男

　〃 

佐
藤 

春
松

　〃 

佐
藤 

義
孝

賀　正賀　正
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東
京
良
寛
会東

條

玉

英

小

柳

鎮

雄

加

藤

全

宏

藤

田

明

夫

前

川
　
　

勉

会

長

副
会
長

副
会
長

監

査

監

査

大
愚
良
寛
「
万
葉
集
か
ら
の
日
本
の
心

を
詠
み
、
温
か
い
書
」
を
敬
愛
し
「
慈
愛

と
無
欲
の
心
の
故
郷
」
を
県
人
会
館
で
の

「
月
例
勉
強
会
」
で
伝
承
と
継
承
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
新
潟
県
を
愛
す
る
皆
さ

ん
が
集
う
会
で
す
の
で
お
寄
り
下
さ
い
。

尾
久
新
潟
県
人
会

木
　
暮
　
良
　
江

鈴
　
木
　
　
　
清

飯
　
野
　
将
　
夫

原
　
　
　
雅
　
子

金
　
井
　
文
　
子

安
　
田
　
早
　
苗

中
　
村
　
恵
　
吾

名
誉
会
長

会
　

長

副
会
長

会
　

計

監
　

査

監
　

査

庶
　

務

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
　
坂
　
庸
　
雄

高
　
原
　
　
　
隆

祖
父
江
　
ひ
ろ
み

会

長

副
会
長

副
会
長

東
京
都
千
代
田
区
神
田
猿
楽
町
２

－

１

－

１

☎
０
３

－

５
２
４
４

－

５
１
３
８

https://w
w

w
.joetsu.gr.jp/

海
の
柏
崎
会

会

長

矢
　
代
　
隆
　
義

役
　
員
　
一
　
同

東
京
台
東
新
潟
県
人
会

顧

問

土
　
肥
　
一
　
夫

相
談
役

市
　
川
　
皖
　
郁

相
談
役

島
　
田
　
ヨ
キ
ノ

相
談
役

清
　
水
　
初
　
枝

相
談
役

髙
　
井
　
　
　
忠

会

長

小
　
林
　
英
　
典

副
会
長

小
　
林
　
重
　
雄

幹
事
長

関
　
根
　
淳
　
徳

副
幹
事
長

上
　
沢
　
菊
　
雄

常
任
幹
事

廣
　
田
　
京
　
二

常
任
幹
事

斉
　
藤
　
義
　
信

常
任
幹
事

蘒
　
原
　
千
恵
子

常
任
幹
事

武
　
井
　
達
　
介

常
任
幹
事

植
　
木
　
康
　
彦

常
任
幹
事

桑
　
原
　
喜
恵
子

常
任
幹
事

山
　
田
　
俊
　
治

常
任
幹
事

勝
　
田
　
和
　
美

常
任
幹
事

藤
　
沢
　
政
　
一

会
計（
兼
務
）

上
　
沢
　
菊
　
雄

会
　
　
計

大
　
塚
　
晴
　
子

会
計
監
査

植
　
木
　
房
　
枝

会
計
監
査

外
　
山
　
　
　
格

会
　
長

江
　
口
　
　
　
博

役
　
員
　
一
　
同

長
岡
市
三
島
地
域（
旧
三
島
町
）

首
都
圏
み
し
ま
会

新潟越後獅子の会
会

長

鈴
　
木
　
忠
　
夫

筆
頭
副
会
長
　
会
長
代
行

田
　
中
　
　
　
茂

幹

事

長

齋
　
藤
　
信
　
夫

事
務
局
長

中
　
村
　
芳
　
弘

副

会

長

鈴
　
木
　
敏
　
平

副

会

長

大
　
島
　
信
　
一

副
会
長
　
会
計

小
　
山
　
ミ
ツ
子

副
会
長
　
会
長
代
行

鈴
　
木
　
啓
　
嗣

副
会
長
　
幹
事
長
代
行

渡
　
邊
　
潤
　
一

副
会
長
　
青
年
部
長
代
行

山
　
崎
　
幸
　
治

副
会
長
　
事
務
局
長
代
行

本
　
多
　
　
　
武

理
事
　
青
年
部
副
部
長

鈴
　
木
　
雄
　
壱

理
事
　
青
年
部
副
部
長

鈴
　
木
　
啓
　
孝

理
事
　
青
年
部
副
部
長

苣
　
野
　
寿
　
彦

理
事
　
広
報

吉
　
田
　
敏
　
男

理

事

高
　
野
　
正
　
榮

理

事

阿
　
部
　
マ
サ
子

理

事

野
　
本
　
恭
　
一

理

事

市
之
瀬
　
敬
　
子

監

査

役

今
　
井
　
良
　
子

監

査

役

木
　
村
　
幸
　
子

相

談

役

大
川
戸
　
欣
　
次

相

談

役

平
　
石
　
俊
　
夫

相

談

役

田
　
中
　
幸
　
男

相

談

役

中
　
村
　
善
次
郎

顧

問

上
　
田
　
清
　
司

荒
川
区
新
潟
県
人
会

小
　
林
　
　
　
甲

山
　
岸
　
富
　
二

井
　
口
　
純
　
一

佐
々
木
　
時
　
子

市
　
川
　
和
　
夫

山
　
本
　
美
　
子

本
　
多
　
春
　
男

南
　
雲
　
史
　
成

反
　
町
　
美
砂
子

顧

問

会

長

副
会
長

幹
事
長

幹
　
　
事

会
計
庶
務

会
計
監
査

総
務
庶
務

婦
人
部
長

葛
飾
区
新
潟
県
人
会

加
　
藤
　
　
　
勲

内
　
田
　
　
　
晃

伊
　
藤
　
忠
　
男

長
谷
川
　
昭
　
男

名
誉
会
長

会

長

副

会

長

理

事

歌
え
ば
楽
し
い

体
験
歓
迎
で
す

  

歌
声
ク
ラ
ブ

唄
い
に
来
て
下
さ
い

役
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す

顧
　

問

渡
　
辺
　
　
　
力

　

〃
　

松
　
原
　
軍
　
次

会

　

長

石
　
井
　
　
　
進

副

会

長

遠
　
藤
　
文
　
雄

　

〃
　

兼
幹
事
長

高
　
橋
　
清
　
人

副

会

長

菊
　
地
　
　
　
孝

会
　

計

鴨
　
下
　
カ
ヨ
子

　

〃
　

村
　
上
　
栄
　
一

監

査

役

柳
　
　
　
萬
　
治

　

〃
　

井
　
塚
　
武
　
夫

　
　
　

会
　
員
　
一
　
同

東
京
中
野
新
潟
県
人
会

新
潟
県
縁（
ゆ
か
り
）と
す
る

「
業
種
間
交
流
会
」

共
同
代
表
幹
事

東
　
條
　
玉
　
英

共
同
代
表
幹
事

村
　
山
　
政
　
利

代
表
幹
事
代
行

田
　
原
　
弘
　
志

幹
事
長

本
　
間
　
大
　
貴

会
計
監
査

笠
　
井
　
勇
　
人

若
い
皆
様
が
集
い
交
流
・
交
歓
し
て

幅
広
い
人
脈
創
り
と
次
代
の
県
人
会

も
担
う
志
を
持
つ
。

定
例
開
催
月
　
２
月
・
６
月
・
10
月

新
年
会
・
納
涼
ま
つ
り
で
は
会
と
し
て

「
業
種
間
交
流
会
」
席
を
設
け
ま
す
。

東
京
都
日
野
市
日
野
七
七
七
三
―
五
二
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０
―
７
７
０
３
―
６
２
１
１

E-mail

：sn36in-kn60kairi@docomo.ne.jp

〒
191－
0012

日
野
新
潟
県
人
会

中
　
村
　
信
　
也

 

会
長
　

役
　
員
　
一
　
同

賀　正賀　正
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正
副
会
長
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
７
日
（
火
）

一
、
10
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
推
薦
委
員
候
補
12
名
を

発
表
し
承
認

五
、
慶
弔
規
定
細
則
改
定
案

承
認

六
、
正
副
会
長
会
・
常
務
理

事
会
開
会
時
間
に
つ
い
て

若
手
の
出
席
を
目
的
と
し
て

午
後
５
時
開
会
の
提
案
あ

り
、
常
務
理
事
会
提
案

七
、
組
織
検
討
委
員
会
・
作

品
展
・
芸
能
大
会
・
上
野

不
忍
ピ
ー
ス
オ
ブ
ラ
イ
ト

の
報
告

八
、
新
年
祝
賀
会
　
根
津
実

行
委
員
長
か
ら
詳
細
説
明

常
務
理
事
会
（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
３
日
（
火
）

一
、
10
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
正
副
会
長
会
議
報
告

四
、
各
委
員
会
報
告

　
質
疑
応
答
の
結
果
承
認

五
、
役
員
会
開
催
時
間
変
更

提
案
採
決
反
対
多
数
否
決

財
団
理
事
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
28
日
（
火
）

一
、
10
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
代
表
理
事
を
正
式
名
称

と
し
て
議
事
録
に
記
載

五
、
評
議
員
会
か
ら
「
理
事

及
び
監
事
推
薦
規
則
」
に

要
望
、
代
表
理
事
が
対
応

六
、
汚
水
槽
清
掃
見
積
承
認

七
、
隣
地
境
界
確
認
実
施

八
、
第
25
回
作
品
展
報
告

九
、
サ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
不

動
産
合
意
書
締
結

臨
時
財
団
評
議
員
会

令
和
５
年
11
月
14
日
（
火
）

一
、
桑
原
正
志
氏
議
長
選
任

二
、
議
事
録
の
作
成
指
摘

　
事
務
局
は
速
や
か
に
対
応

三
、
予
算
執
行
状
況
　
質
疑

応
答
・
サ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
不
動
産
契
約
更
新

四
、
理
事
改
選
に
つ
い
て

　
佐
藤
代
表
理
事
提
案
推
薦

規
則
に
質
疑
応
答
。
質
問

多
く
代
表
理
事
後
日
回
答

五
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
契
約
と

境
界
確
認
見
積
書
確
認

文
化
委
員
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）

一
、
25
回
作
品
展
100
点
の
出

展
盛
会
裡
に
終
了
感
謝

二
、
作
品
展
の
改
善
点
検
討

総
務
委
員
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
14
日
（
火
）

　
卓
話
の
時
間
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

に
一
日
も
早
く
平
和
を
！
」

話
者
：
カ
テ
リ
ー
ナ
氏

　
紹
介
者
：
宮
田
タ
マ
恵
氏

　
会
終
了
後
懇
親
会

広
報
委
員
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
10
日
（
金
）

一
、
12
月
号
進
行
状
況

二
、
11
月
号
の
反
省

　
清
水
委
員
か
ら
会
報
誌
全

般
に
わ
た
る
表
記
・
校
正

に
つ
い
て
指
摘
、
論
議

第
１
回
推
薦
委
員
会

令
和
５
年
11
月
７
日
（
火
） 

一
、
本
日
の
常
務
理
事
会
で

推
薦
委
員
が
承
認

二
、
村
山
委
員
よ
り
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明

三
、
令
和
３
年
度
会
報
誌
掲

載
紙
面
ベ
ー
ス
に
検
討
。

12
月
号
に
募
集
要
項
掲

載
。
〆
切
１
月
15
日
決
定

四
、
過
去
数
回
の
推
薦
委
員

会
で
の
討
議
意
見
を
確
認

五
、
推
薦
書
は
各
委
員
に
意

見
を
聞
き
作
成

財
務
委
員
会
（
11
月
定
例
）

令
和
５
年
11
月
29
日
（
水
）

一
、
委
員
長
：
岩
田
東
一

　
新
委
員
推
薦
：
中
町
厚

二
、
県
人
会
会
計
報
告

　
会
計
事
務
所
に
多
く
の
部

分
を
委
託
す
る
よ
う
公
認

会
計
士
に
見
積
依
頼

三
、
新
年
祝
賀
会

　
予
算
・
役
割
に
つ
い
て

〒110-0005
東京都台東区上野1-13-6
財団法人 東京新潟県人会館
TEL：03-3832-7619

代表世話人　河野テル子

東京新潟県人会

おけさクラブ

か
ら
す
踊
り
の
会

毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
正
午

東
京
新
潟
県
人
会
二
階
ホ
ー
ル

　
　
　
主
宰
　
か
ら
す
踊
り
の
会

　
　
　
　
　
共
催
　
東
京
松
之
山
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
津
南
郷
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
栄
村
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
十
日
町
会

新
井
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

瀧

　澤

　康

　二

宮
　
下
　
忠
　
司

相

　浦

　俊

　雄

石

　山

　秀

　雄

梅

　澤

　幸

　一

名
誉
顧
問

支
部
長

副
支
部
長

〃
監

　
　事

松
之
山
校
友
会村　

山
　
東
風
雄

志

　賀

　
　
　昇

小

　口

　茂

　次

村

　山

　辰

　雄

小
野
塚

　彰

　夫

村

　山

　明

　夫

会
　

長

会
長
代
行

副
会
長

〃〃
事
務
局
長

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

大

橋

貞

夫

佐

藤
　

赳

平
山
　
誠
一

役

員

一

同

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

会
　

長

副
会
長

副
会
長

山
　
﨑
　
　
　
勇

 

（
Ｍ
32
年
卆
）

埼
玉
県
富
士
見
市
羽
沢
一
―
十
一
―
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０

－

４
８
３
７

－

５
７
９
９

〒
354－
0033

東
京
柏
工
会

 

会
長
　

（
事
務
局
連
絡
先
）

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
４
番
地
　
神
田
北
辰
ビ
ル

 （
株
式
会
社
本
間
組
内
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３

－３
２
５
６

－０
９
２
９
）

新
潟
商
業
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

東  

京  

新  

商  

会

　
令
和
６
年 

東
京
新
商
会
は

　
　
　
　
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す

藤
田

　明
夫

立
川

　昭
吾

及
川

　恒
夫

藤
田

　
　明

中
澤

　良
男

馬
場

　
　康

石
塚

　
　智

宮
澤

　
　諭

佐
藤
久
美
子

名
誉
顧
問

会

長

副
会
長

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

（
昭
和
28
年
卒
業
）

（
昭
和
39
年
卒
業
）

（
昭
和
33
年
卒
業
）

（
昭
和
37
年
卒
業
）

（
昭
和
49
年
卒
業
）

（
昭
和
52
年
卒
業
）

（
昭
和
56
年
卒
業
）

（
昭
和
56
年
卒
業
）

（
昭
和
60
年
卒
業
）

会

議
・
委

員

会

報

告

賀　正賀　正
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11
月
度
会
館
利
用
状
況

２
日
㈭	

第
25
回
作
品
展

	
	

草
木

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

３
日
㈮	
第
25
回
作
品
展
　
準
備

４
日
㈯	
第
25
回
作
品
展

	
	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

東
京
松
代
会

	
	

東
京
出
雲
崎
会

５
日
㈰	

第
25
回
作
品
展

	
	

東
京
相
川
会

	
	

お
け
さ
友
愛
会

６
日
㈪	

第
25
回
作
品
展

７
日
㈫	

正
副
長
会
議
常
務
理
事
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

阿
賀
黎
明
高
校
同
窓
会

	
	

令
和
５
年
度
推
薦
委
員
会

９
日
㈭	

文
化
委
員
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

10
日
㈮	

東
京
板
倉
会

	
	

草
木

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

11
日
㈯	

能
生
中
三
七
会

	
	

東
京
浦
川
原
会

	
	

越
後
長
岡
ふ
る
さ
と
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

三
遊
亭
圓
馬
　
落
語
会

12
日
㈰	

よ
も
ぎ
会

	
	

東
京
松
里
会

	
	

小
田
秀
夫

	
	

東
京
笹
神
会

13
日
㈪	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

14
日
㈫	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

卓
話
の
時
間

	
	

（
一
財
）東
京
新
潟
県
人
会
館

	
	

臨
時
評
議
員
会

15
日
㈬	

首
都
圏
メ
デ
ィ
ア
と
の
懇
談
会

16
日
㈭	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

桂
歌
助
　
一
笑
会

17
日
㈮	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	
	

（
株
）ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュー
ス

18
日
㈯	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

事務局からのお知らせ

	
	

株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｈ

	
	

東
京
中
之
島
会

19
日
㈰	

能
水
会
東
京
支
部

	
	

「
戦
争
と
平
和
～
宝
田
明
の

	
	

証
言
～
」
上
映
会

	
	

全
日
本
Ｊ
Ｉ
Ｓ
畳
床
工
業

	
	

協
同
組
合

	
	

東
京
片
貝
会

20
日
㈪	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

新
潟
お
け
さ
会

21
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

23
日
㈭	

東
京
良
寛
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

24
日
㈮	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

花
實
短
歌
会

25
日
㈯	
松
代
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

本
間
慎
氏
を
偲
ぶ
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同
窓
会

	
	

東
京
支
部

	
	

首
都
圏
真
野
人
会

	
	

新
潟
大
学
人
文
・
法
・
経
済

	
	

三
学
部
同
窓
会

26
日
㈰	

新
発
田
高
等
学
校
首
都
圏

	
	

同
窓
会
支
部

	
	

吉
山
会

	
	

東
京
小
国
会

	
	

首
都
圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会

	
	

若
波
会

28
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

29
日
㈬	

組
織
委
員
会

	
	

財
務
委
員
会

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
城
下
町
新
発
田
会

新
年
祝
賀
会

　会
長
：
小
野 

悦
男

　日
時
：
１
月
14
日（
日
）12
時
～

　会
場
：
東
天
紅
　
上
野
店

　電
話
：
０
３-

３
８
２
８-

５
１
１
１

◎（
一
財
）埼
玉
県
人
会

新
年
賀
詞
交
換
会

　会
長
：
岡
本 

圀
衛

　日
時
：
１
月
24
日（
水
）17
時
30
分
～

　会
場
：「
ス
テ
ー
シ
ョン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
　
　
　
東
京
」東
京
駅
八
重
洲
北
口

　
　
　
　
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
６
階

　電
話
：
０
３-

６
８
８
８-

８
０
８
０

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
１
月
11
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
１
月
22
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
３
階
会
議
室
４

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
１
月
12
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施

予
定
で
す
。

新入会員のご紹介11月分新入会員のご紹介11月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）
会員名 出身地 紹介者

佐藤 久美子 新潟市中央区 及川 恒夫

第 25 回「作品展」開催のお礼

　東京新潟県人会館「第 25 回作品展」はさる 11 月４日（土）から６日（月）の３日間にわたり、県人会館
２階ふれあいふるさとホールにおいて開催いたしました。
　「新型コロナウイルス」感染者は減少、安定の明るい状況のなかで開催が出来ました。
　開催期間中は、連日多数の方々が、ご来館され、ご鑑賞を頂き、誠にありがとうございます。
　無事終了するにあたり、多くの皆様からご好評のお言葉を賜り、実行委員一同万感の思いでございます。
　出店作品は今回のテーマ「結」に相応しく創作的力作が多く 100 点出展をいただきました。
　私共一同、来期に向けて、更に意欲的に事業活動を展開して参る所存でございます。
　今後ともよろしくご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げまして、お礼の言葉といたします。
　ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品展実行委員会　委員長　山本　ミチ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化委員長　樋口　　　昭

（	19	）



３月の「卓話の時間」　開催予告

【卓 話 者】前川  喜平  氏（現代教育行政研究会代表、元文部科学事務次官）
【開催日時】３月 12 日（火）15：00 ～ 【場　所】東京新潟県人会会館　２階ホール

テーマ：「教育の無償化をめぐる諸問題」

日　時：	令和６年２月10日（土）午後２時～４時
受　付：	午後１時30分～　定員70名様
	 事前に事務局へお申し込みください。
会　場：	東京新潟県人会館２階ホール
	 〒 110-0005　台東区上野１－13－6
	 TEL	03-3832-7619 ／ FAX	03-3832-7639

入場料：	 500円
主　催：	（一財）東京新潟県人会館／東京新潟県人会
 （企画・文化委員会）

■ 略歴 
1936年６月十日町に生れ
1959年４月中央大学法学部卒
1964年４月弁護士登録
1996年４月立正大学法学部教授
2012年４月日本桜の会評議員

弁護士
春日　寛	氏【講	師】

第 36回	文化講演会
弁護士として「法律の制定・改廃を求めて 60年」

【主なる著書および論文】
著  書	 「消費者は弱者－暮らしをまもる消費者訴訟」　1978 年
	 「消費者問題の法律相談」1987 年
	 「独占禁止法」1997 年　　　　　　　他４点
論  文	 「消費者訴訟の経緯と現在」1979 年
	 「消費者訴訟の現状」1989 年
	 「住専処理と銀行の責任」1999 年　　他 13 点

１月の「卓話の時間」　開催案内

開催日時：令和６年１月 16 日（火）
 15：00 ～ 17：00
受　　付：14：30 ～　定員 70 名
会　　場：東京新潟県人会館
 ２階ホール
申 込 み：県人会事務局へ
 （電話 03－3832－7619）
会　　費：（茶菓代）500 円

◎プロフィール
1957 年　新潟県北魚沼郡小出町（現魚沼市）生まれ
1975 年　新潟県立六日町高等学校	卒業
1980 年　	一橋大学法学部卒業後、東京急行電鉄（現・東急）入社。
2006 年　	東急バス取締役、11 年東京急行電鉄取締役経営管

理室長、14 年常務、　16 年専務を経て、　18 年に社
長、23 年６月から現職。

座右の銘は、「為せば成る、為さねば成らぬ何事も」
１００年に一度と言われる大規模な再開発で注目を集める街・
渋谷、2023 年３月に 39 年振りに新線開業した東急新横浜線
や４月に開業した新宿の新しいランドマーク東急歌舞伎町タ
ワーなど、東急グループは創業以来、鉄道事業を基盤とした
「まちづくり」を通じて社会課題の解決を取り組み続け、「美
しい生活環境の創造」を目指してきました。2022 年に創立
１００周年を迎えたまちづくりの歩みについてお聞きします。

【卓話者】
髙橋　和夫 氏
（東急株式会社　代表取締役副会長）

テーマ：「東急グループによる
　　　　　　１００年のまちづくりの歩み」

（	20	）



芸
大
・
陶
磁
科
の
無
給
副
主

か
ら
教
授
に
。平
成
９
年
青

磁
で
初
の
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
・
人
間
国
宝
に
認
定

さ
れ
た
。本
人
の
熱
情
研
鑽

は
当
然
な
が
ら
、有
名
窯
元

育
ち
の
感
性
と
東
京
育
ち
の

竹
子
夫
人
と
の
相
乗
効
果
の

開
花
、結
実
で
あ
ろ
う
。

　
都
下
国
立
市
の「
マ
マ
の

森
幼
稚
園
」の
五
味（
旧
姓
）

竹
子
理
事
長
は
、絵
の
先
生

に
東
京
芸
大
生
を
採
用
、こ

れ
が
三
浦
先
生
と
の
ご
縁
の

始
ま
り
。子
供
た
ち
が
明
る

く
元
気
に
、履
物
を
揃
え
さ

せ
る
等
、三
浦
先
生
の
教
育

力
、人
間
力
強
化
に
理
事
長

も
感
化
さ
れ
た
。お
絵
描
き

の
日
を
人
気
給
食
カ
レ
ー
と

し
た
。三
浦
先
生
い
わ
く「
俺

特
別
寄
稿

　生
誕
90
年  

没
後
17
年

中
国
皇
室
官
窯
超
え

人
間
国
宝 

世
界
の
三
浦
青
磁

　
　成
功
は
佐
渡
金
銀
山
・
無
名
異
赤
土
と
釉
薬

び
、卒
業
後
は
父
親
の「
生
半

可
な
芸
術
家
に
な
る
な
、腕

を
磨
き
職
人
に
な
り
切
れ
」

と
の
命
を
受
け
、京
都
の
陶

磁
工
場
、多
治
見
の
試
練
場

で
釉
薬
を
修
め
た
後
、東
京

　
三
浦
小
平
二
先
生
は
世
界

三
大
美
術
館
お
買
上
げ
、「
世

界
の
三
浦
青
磁
」と
高
く
評

価
さ
れ
た
。佐
渡
金
銀
山
・

無
名
異
赤
土
の
小
平
窯
長
男
。

東
京
芸
術
大
学
彫
刻
科
で
学

だ
け
豚
肉
が
多
い
、俺
は
豚

肉
で
釣
ら
れ
た
の
よ（
笑

い
）」に
対
し
、奥
様
は「
い
き

な
り
無
言
で
医
者
の
健
康
診

断
書
を
突
き
付
け
ら
れ
た
の

よ
！
」と
微
笑
み
語
る
。天
才

と
才
女
の
恋
愛
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、ま
さ
に
ユ
ニ
ー
ク
。

夫
婦
で
各
国
へ
陶
磁
器
研
究

旅
行
に  

奥
様
は
助
手

　
マ
サ
イ
族
や
砂
漠
の
真
珠

と
呼
ぶ
ア
ミ
ー
ル
湖
の
透
明

感
や
異
国
の
人
々
の
暮
ら
し

を
磁
器
や
絵
皿
に
挿
絵
や
彩

色
の
斬
新
性
、
独
自
性
は

人
々
を
感
動
さ
せ
魅
了
し

た
。
最
初
の
百
個
焼
い
て
成

功
一
個
の
青
磁
挑
戦
か
ら
研

鑽
持
続
で
成
功
へ
。
幼
稚
園

内
に
陶
磁
窯
を
造
る
な
ど
、

三
浦
先
生
第
一
の
奥
様
は
ま

さ
に
女
傑
と
言
え
る
。

　
先
生
ご
逝
去
後
、国
立
市
、

佐
渡
市
、
母
校
等
に
多
数
の

作
品
を
ご
寄
贈
。
青
磁
デ
ー

タ
も
後
進
に
残
さ
れ
た
。

　
今
夏
、私
へ
の
文
面
に
は
、

「
戦
友
結
婚
の
よ
う
な
私
も

97
歳
に
。
年
上
の
私
は
生
活

の
リ
ー
ド
を
し
て
い
た
は
ず

が
、
い
つ
の
間
に
か
尊
敬
、

飾
ら
ず
正
直
に
本
質
を
見
抜

く
男
小
平
二
に
惚
れ
ま
し

た
」。「
民
族
性
残
る
国
々
へ

の
夫
婦
で
の
取
材
旅
行
は
、

喜
び
と
不
安
の
連
続
な
が
ら

充
実
感
で
最
高
で
し
た
」。

最
難
関
の
青
磁
挑
戦
、つ
い
に

中
国
官
窯
超
え
評
価
も

　
台
湾
・
故
宮
博
物
館
の
最

高
青
磁
の
底
拝
見
で
、
実
家

窯
の
佐
渡
金
銀
山
・
無
名
異

赤
土
と
同
じ
に
「
俺
も
で
き

る
!!
」
と
確
信
。
二
年
の
釉

薬
研
究
、
彩
色
等
で
品
格
の

透
明
感
や
際
立
つ
独
自
性
か

ら
「
世
界
の
三
浦
青
磁
の
評

価
」
に
至
っ
た
。

　
武
士
的
寡
黙
で
粋
な
漢

（
お
と
こ
）。常
に
熱
情
を
秘

め
自
然
体
の
三
浦
先
生
。

　
文
化
勲
章
受
章
者
森
繁
久

彌
先
生
は
、「
本
物
男
は
、

品
格
と
哀
愁
!!
　
背
中
に
現

れ
る
」
と
至
言
。
三
浦
先
生

の
本
物
美
追
及
姿
勢
に
そ
れ

を
い
つ
も
感
じ
た
。
支
え
る

明
る
く
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
竹

子
夫
人
の
関
係
は
ま
さ
に
理

想
の
夫
唱
婦
随
の
典
型
だ
。

心
に
残
る
言
葉
あ
れ
こ
れ

①
台
湾
：
故
宮
博
物
館
の
陳

先
生
か
ら
「
三
浦
青
磁
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
」
と
高
い
評
価
を

戴
き
、つ
い
に
達
成
。
感
激
、

嬉
し
か
っ
た
。

②
東
京
芸
大
・
教
授
退
官
後

の
人
間
国
宝
受
賞
者
は
何
人

か
い
る
が
、
現
役
教
授
で
の

受
賞
は
俺
が
最
初
だ
。

③
益
子
焼
人
間
国
宝
濱
田
庄

司
先
生
か
ら
、
絵
も
い
い
と

褒
め
ら
れ
自
信
と
な
っ
た
。

④
信
号
待
ち
、
ホ
ー
ム
等
で

は
最
後
列
で
待
て
。
交
差
点

最
前
列
で
バ
イ
ク
に
飛
ば
さ

れ
大
け
が
。
生
涯
車
イ
ス
生

活
は
無
念
至
極
。

⑤
家
内
に
は
「
俺
は
美
し
い

作
品
を
目
指
す
。
綺
麗
な
こ

と
以
外
は
話
す
な
。
世
間
の

煩
わ
し
さ
は
全
て
処
理
せ

よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

「
偉
大
な
芸
術
と
は
、
傑
出

し
た
芸
術
的
才
能
に
よ
る
純

粋
な
魂
の
表
現
で
あ
る
」
～

三
浦
先
生
御
夫
妻
に
、
こ
の

言
葉
を
贈
り
た
い
。

�

新
潟
県
佐
渡
海
洋
深
層
水
㈱

�

顧
問
：
大
谷
公
一

日本橋三越本店　作陶 50 年　人間国宝　三浦小平二展

前
列
中
央 

三
浦
先
生
・
右
端
筆
者

1. 富士山のような  大きなこころがんばるちから
1. ママの森の木のような  まっすぐなこころ
1. ママの森の花のような  やさしいきれいなこころ

①. よく見て　（集中すること）
②. 大きく　（小さなこだわりを捨て
　　　　　　　　　　全体を大きく見ること）
③. ごしごしと　（体を使って努力すること）

五浦学園 : ママの森幼稚園のこころ抜粋

学園理事  故 三浦小平二　陶芸家  重要無形文化財保持者
 東京芸術大学名誉教授　文星芸術大学客員教授

教育の3原則

（�21�）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
５
４
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

地
酒
の
ま
ち
で
酒
を

極
め
る「
長
岡
地
酒
塾
」

�

（
長
岡
市
）

◎
長
岡
市
は
京
都
市
に
次
い

で
全
国
第
二
位
の
酒
蔵
数
を

誇
る
地
酒
の
ま
ち
で
す
。
雪

解
け
水
か
ら
生
ま
れ
る
上
質

な
地
下
水
の
お
か
げ
で
、口

当
た
り
の
良
い
柔
ら
か
な
お

酒
に
仕
上
が
り
ま
す
。
今
年

も
越
後
長
岡
酒
の
陣
が
ア

オ
ー
レ
長
岡
で
開
催
さ
れ
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

が
、長
岡
地
酒
塾
は
こ
れ
を

絡
ま
せ
、真
の
お
酒
好
き
の

た
め
に
企
画
さ
れ
た
お
酒
に

ど
っ
ぷ
り
二
日
間
浸
る
ツ

ア
ー
で
し
た
。
朝
日
酒
造
、

お
福
酒
造
、長
谷
川
酒
造

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、蔵
見
学

の
後
は
唎
酒
大
会
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、最
後
は
長
岡
の
食
材

に
拘
っ
た
美
味
し
い
お
料
理

に
蔵
元
自
慢
の
お
酒
を
合
わ

せ
て
、本
当
に
美
味
し
い
飲

み
方
を
杜
氏
や
蔵
人
と
語
り

合
い
な
が
ら
味
わ
う
事
の
で

き
る
特
別
な
会
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
楽
し
そ
う
な
様

子
に
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な

り
、今
後
も
地
酒
の
ま
ち
長

岡
を
更
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。

◎
十
日
町
市
に
昔
か
ら
伝
わ

る
縁
起
物「
チ
ン
コ
ロ
」は
、

し
ん
こ（
米
の
粉
）を
原
料
に

し
て
作
る
細
工
物
で
す
。

◎
大
き
さ
は
３
㎝
位
の
も
の

が
多
く
、す
べ
て
手
作
り
の

た
め
一
つ
一
つ
の
顔
や
表
情

が
異
な
り
ま
す
。
米
の
粉
で

で
き
て
い
る
た
め
乾
燥
し
ヒ

ビ
が
入
っ
て
き
ま
す
が
、ヒ

ビ
が
入
る
ほ
ど
、幸
せ
に
な

れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

◎「
チ
ン
コ
ロ
」は
毎
年
１
月

に
開
催
さ
れ
る「
節
季
市（
チ

ン
コ
ロ
市
）」で
購
入
可
能
。

令
和
６
年  

開
催
概
要

［
日
時
］

１
月
14
日（
日
）・１
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

［
会
場
］

 

越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ
敷
地
内

十
日
町
市
役
所
文
化
観
光
課

十
日
町
市
旭
町
２
５
１
番
地
17

十
日
町
市
総
合
観
光
案
内

☎
０
２
５-

７
５
７-

３
１
０
０

https://w
w

w
.city.tokam

achi.

lg.jp/soshiki/sangyokankobu/

kankokoryuka/index.htm
l

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

か
わ
い
ら
し
い
縁
起
物

「
チ
ン
コ
ロ
」

�

（
十
日
町
市
）

佐
渡
市
役
所
防
災
拠
点

庁
舎
が
開
庁
し
ま
し
た

�

（
佐
渡
市
）

◎
令
和
５
年
11
月
６
日
、佐

渡
市
役
所
の
新
し
い
本
庁
舎

と
し
て「
防
災
拠
点
庁
舎
」が

開
庁
し
ま
し
た
。

◎
市
民
窓
口
を
１
階
に
集
め

る
こ
と
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
ま
し

た
。
住
民
票
な
ど
の
請
求
、

子
育
て
・
医
療
・
介
護
に
関
す

る
ご
相
談
、税
金
の
納
付
な

ど
の
手
続
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
ま
た
、本
庁
舎
は
地
方
自

治
体
庁
舎
と
し
て
は
新
潟
県

で
初
め
て「ZEB Ready

」

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。 

「ZEB Ready

」と
は
、石
油

や
石
炭
な
ど
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
50
％
以
上
減

ら
し
た
建
物
に
対
す
る
認
証

で
す
。

◎
内
装
・
外
装
に
は
温
か
み

の
あ
る
佐
渡
産
木
材
を
使
用

し
、市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
庁
舎
を
目

指
し
ま
す
。

佐
渡
市
企
画
部
総
合
政
策
課
新
庁

舎
整
備
係

☎
０
２
５
９-

６
３-

３
８
０
２
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

さ
か
き
ん
発
酵
鍋

�

（
上
越
市
）

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
学
び
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

外
観
の
新
築
部
分
と
役
場
庁

舎
の
一
部
を
活
用
し
、中
庭

と
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
囲
む
よ

う
に
し
て
配
置
さ
れ
た
、弥

彦
村
図
書
館「
ら
い
わ
弥
彦
」

は
６
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

◎「
読
書
で
健
康
長
寿
」「
非

認
知
能
力
を
伸
ば
す
教
育
」

「
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る

村
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、

村
民
が
集
い
学
ぶ
地
域
交
流

拠
点
と
な
る
図
書
館
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

◎
芝
生
の
中
庭
、木
質
と
白

色
を
基
調
と
し
た
内
装
、天

然
木
の
手
作
り
家
具
、ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
棚
な
ど
が

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
空

間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

◎
ま
た
、ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
村
民
が
協
力
し
、「
出

会
う
本
棚
」の
選
書
な
ど
独

自
の
取
組
を
行
い
、利
用
者

の
目
線
に
寄
り
添
っ
た
図
書

館
で
す
。

弥
彦
村
図
書
館

☎
０
２
５
６-

９
４-

３
１
０
６

◎
上
越
市
は
、発
酵
に
適
し

た
気
候
風
土
か
ら
、日
本
酒
、

ワ
イ
ン
、ど
ぶ
ろ
く
、味
噌
、

醤
油
、漬
物
な
ど
の
お
い
し

い
発
酵
食
品
が
た
く
さ
ん
。

そ
し
て「
発
酵
学
の
父
」と
称

さ
れ
る
坂
口
謹
一
郎
博
士
の

出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
坂

口
博
士
は
応
用
微
生
物
学
の

世
界
的
権
威
で
、今
日
の
発

酵
工
業
発
展
の
扉
を
開
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
そ
ん
な
発
酵
の
ま
ち
、上

越
の
新
名
物
と
し
て
昨
年
誕

生
し
た
の
が「
さ
か
き
ん
発

酵
鍋
」。
現
在
は
市
内
を
中

心
に
13
店
舗
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

◎
鍋
の
ル
ー
ル
は
、上
越
産

酒
か
す
を
使
っ
た
味
噌
ま
た

は
ト
マ
ト
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ

に
、地
元
の
発
酵
食
品
や
野

菜
、魚
介
類
等
を
盛
り
込
む

こ
と
。
こ
の
他
は
各
飲
食
店

で
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る

の
で
、店
ご
と
に
多
様
な
味

を
楽
し
め
ま
す
。
寒
い
冬
に

熱
々
の
鍋
を
堪
能
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

上
越
発
酵
鍋
開
発
普
及
実
行

委
員
会

☎
０
１
２
０-

２
６-

４
０
０
０

https://sakakin-nabe.com
/

◎
新
潟
市
東
区
は
、明
治
時

代
後
期
に
山
の
下
地
区
で
機

械
や
車
両
の
製
造
が
始
ま
っ

て
以
来
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な

工
場
が
建
設
さ
れ
、産
業
の

ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
東
区
役
所
で
は
こ
れ

ま
で「
新
潟
市
東
区
産
業
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行

し
、令
和
５
年
10
月
に
は
、も

の
づ
く
り
の
現
場
を
公
開
す

る「
東
区
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
２
０
２
３
」を
初
開

催
し
ま
し
た
。

◎
区
内
外
へ
の
魅
力
発
信
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、東
区

公
式Instagram

で
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
や
季
節
の
写

真
の
ほ
か
、「
あ
な
た
が
見

せ
た
い
東
区
」を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
産
業
風
景
以
外
に
も
、自

然
豊
か
な
公
園
や
歴
史
浪
漫

を
感
じ
る
史
跡
な
ど
、魅
力

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
片
手

に
、「
誰
か
に
見
せ
た
く
な

る
東
区
」を
探
し
に
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

新
潟
市
東
区
役
所
地
域
課

☎
０
２
５-

２
５
０-

２
１
３
０

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

「
産
業
の
ま
ち
東
区
」の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す

�

（
新
潟
市
東
区
）

◎
か
つ
て
は
豪
農
二
宮
家
の

私
有
地
で
、今
は
聖
籠
町
の

憩
い
の
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
春
に
は
潟
を
囲
む
よ
う

に
咲
く
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
、初
夏
に
は
ピ
ン

ク
の
蓮
の
花
が
映
え
る
な

ど
、四
季
を
通
じ
て
花
の
彩

り
を
楽
し
め
ま
す
。

◎
ま
た
、弁
天
潟
で
は
、地
域

住
民
が
30
年
以
上
前
か
ら
餌

付
け
を
し
て
き
た
た
め
、毎

年
冬
に
な
る
と
白
鳥
が
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
休
日
に
な
る
と
親
子
連

れ
が
近
く
ま
で
寄
っ
て
く
る

白
鳥
を
観
察
す
る
和
や
か
な

風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
降
雪
が
多
く
、冷
え
込

ん
だ
日
に
は
多
く
の
白
鳥
が

弁
天
潟
に
滞
在
し
ま
す
。
冬

の
弁
天
潟
で
白
鳥
を
ご
覧
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◎
聖
籠
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、弁
天
潟
の
白
鳥
飛
来
情
報
を

随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.tow

n.seiro.

niigata.jp

☎
０
２
５
４-

２
７-

２
１
１
１

 

（
代
表
）

「
弁
天
潟
風
致
公
園
」

冬
の
使
者
も
飛
来
す
る

憩
い
の
公
園�

（
聖
籠
町
）

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

弥
彦
村
図
書
館

「
ら
い
わ
弥
彦
」

�
（
弥
彦
村
）

（ 23 ）



地区県人会・郷人会だより
　
妙
高
と
い
う
ご
縁
で
繋

が
っ
た「
え
ち
ご
妙
高
会
」も

設
立
19
年
と
な
り
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、ふ

る
さ
と
と
先
人
た
ち
に
感
謝

し
な
が
ら
、そ
し
て
準
備
を

楽
し
み
な
が
ら
、面
白
く
前

向
き
な
会
に
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
会
長
の
号
令
の
下
、準

備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
ご
来
賓
、
役
員
、

一
般
会
員
の
総
勢
72
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
年
前
は
約
一
〇
〇
名
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
数
と
共
に
参
加
者
の
減

少
は
必
然
で
、今
後
の
総
会
・

懇
親
会
の
在
り
方
も
考
え
さ

せ
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
第
一
部
総
会
で
は
、
豊
田

寛
会
長
挨
拶
、
ご
来
賓
紹
介

の
後
、ご
来
賓
を
代
表
し
て
、

妙
高
市
長
城
戸
陽
二
様
、
東

京
新
潟
県
人
会
館
理
事
長
佐

藤
永
久
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
総
会
の
最
後

は
副
会
長
宮
下
忠
司
よ
り
活

　
１
日
目
・
糸
魚
川
駅
か
ら

浦
川
原
綜
合
事
務
所
用
意
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
19
人
の
参

加
者
乗
車
、
玉
翠
園
・
谷
村

美
術
館
や
糸
魚
川
市
駅
北
広

場
・
キ
タ
ー
レ
、
加
賀
の
井

酒
造
蔵
元
な
ど
見
学
し
た
。

平
成
28
年
の
大
火
か
ら
見
事

に
復
興
し
た
街
並
み
に
感
動

す
る
。

動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
二
部
、
第
三
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、懇
親
会
で
は
、

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
楽
し
ん
で
帰
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
三
つ
用

意
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
妙

高
市
出
身
の
マ
リ
ン
バ
奏
者

京
谷
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
演

奏
で
す
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か

ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
ま
で
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
が

素
晴
ら
し
く
、
参
加
者
の
満

足
気
な
表
情
が
印
象
的
で
し

た
。
二
つ
目
は
「
外
か
ら
見

た
妙
高
」
と
題
し
た
ト
ー
ク

で
す
。
兵
庫
県
出
身
で
、
妙

高
市
で
活
動
し
て
い
る
磯
谷

優
さ
ん
が
、
妙
高
山
と
、
妙

高
の
「
人
」
の
魅
力
に
つ
い

て
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
三
つ
目
は

妙
高
市
ク
イ
ズ
で

す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や

発
酵
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

山
菜
や
妙
高
市
の
花

の
名
前
当
て
ク
イ
ズ

や
城
戸
妙
高
市
長
の
学
生
時

代
の
部
活
動
の
ク
イ
ズ
な
ど

も
出
題
さ
れ
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の

場
面
で
は
、
同
級
生
で
毎
年

参
加
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
、
ご
家
族
で
参
加
さ
れ
た

方
々
も
い
て
、
と
て
も
和
や

か
な
雰
囲
気
で
、
四
年
ぶ
り

の
会
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
前
妙
高
市
長
入
村
明
様
か

ら
頂
戴
し
た
ご
挨
拶
は
と
て

も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
内
容

で
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
妙
高
市
観
光
商
工
課
課
長

丸
山
豊
様
か
ら
は
ふ
る
さ
と

だ
よ
り
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
妙
高
市
の
歌
「
め
ぐ
る

季
節
は
」（
荒
木
と
よ
ひ
さ

作
詞
・
作
曲
）
の
合
唱
で
は
、

会
場
が
一
体
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
は
杉
野
文
雄
幹
事
長

の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら

れ
、
来
年
も
元
気
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
夕
食
の
懇
親
会
に
は
地
元

の
方
21
人
が
加
わ
ら
れ
多
く

の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

お
い
し
い
山
菜
料
理
に
地
元

の
酒
を
味
わ
い
歓
談
は
続
い

た
。

　
２
日
目
・
市
長
か
ら
の
感

謝
状
授
与
に
６
人
の
会
員
が

先
発
、
当
会
の
小
宮
絹
江
さ

ん
の
父
・
中
村
三
郎
氏
が
残

さ
れ
た
故
郷
の
暮
ら
し
行
事

の
資
料
や
写
真
集
の
市
へ
の

寄
贈
に
対
し
、
石
田
裕
一
議

長
同
席
の
も
と
早
川
義
裕
教

育
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
６
人
は
上
越
消
防
本
部

で
皆
と
合
流
、
近
代
的
な
建

物
と
シ
ス
テ
ム
に
圧
倒
さ
れ

る
。
再
び
市
庁
舎
へ
全
員
で

中
川
幹
太
市
長
と
懇
談
、
若

き
リ
ー
ダ
ー
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
た
。
ま
た
浦
川
原
出
身

の
石
田
議
長
の
計
ら
い
で
休

憩
中
の
市
議
会
議
場
の
見
学

が
出
来
た
。
浦
川
原
綜
合
事

務
所
の
尽
力
で
今
ま
で
に
無

い
ふ
る
さ
と
訪
問
と
な
っ
た

事
に
感
謝
し
き
れ
な
い
。

�

（
浦
川
原
会
広
報
・
小
平
）

中川幹太上越市長（中央）を囲んだ 19人の参加者

恒例の懇親会では石田上越市議会議長も熱く語る

え
ち
ご
妙
高
会�

会
長
　
豊
田�

寛

第
19
期
　
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
５
年
７
月
９
日（
日
）

場
所
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

ふ
る
さ
と
訪
問�

東
京
浦
川
原
会
　
大
嶋�

勇

糸
魚
川
か
ら
月
影
の
郷
、
上
越
市
長
か
ら

感
謝
状
授
与
と
市
議
会
議
場
見
学

日
時
：
令
和
５
年
10
月
29
日
～
30
日

早川教育長から渡された感謝状を手にする
小宮絹江さん（中央）

話が分かりやすく面白い
市長の語り

（�24�）



◉
1
月
号
広
告
目
次

　
左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
幸
産
業
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
2

Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
会
計
事
務
所
�
�
�
25

味
の
れ
ん
本
舗
�
�
�
�
�
�
�
25

新
潟
日
報
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26

㈱
加
賀
田
組
�
�
�
�
�
�
�
�
26

㈱
八
海
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26

ホ
テ
ル 

ジ
ュ
ラ
ク
ス
テ
イ
新
潟

�
�
�
26

第
四
北
越
銀
行
�
�
�
�
�
�
�
26

東
信
用
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
26

㈱
本
間
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
�
�
�
�
�
�
26

㈱
台
一
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
26

㈱
第
一
印
刷
所
�
�
�
�
�
�
�
26

朝
日
酒
造
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
3

東
京
上
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

��表
3

品
川
翔
英
�
�
�
�
�
�
�
�
表
3

㈱
大
庄
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
4

新
潟
縣
人

二
〇
二
四
年
一
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　  

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

　
編 

集 

後 

記

　
令
和
６
年（
２
０
２
４
年
）甲
辰
新
春

 

60
年
で
一
回
り
の
干
支（
え
と
）。

前
回
の
甲
辰（
き
の
え・た
つ
）と
い 

え
ば
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）。 

そ
う
、
ど
な
た
で
も
す
ぐ
思
い
出

す
年
。「
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
」
の
年
で
し
た
。

　
そ
し
て
60
年
後
の
今
年
―
―
。

ご
承
知
の
よ
う
に
「
第
33
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ
大
会
」
の
年
で

す
が
、
さ
て
世
界
は
、
日
本
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
ど
も
東
京
新
潟
県
人
会
で
は
、 

年
初
か
ら
、
本
県
出
身
の
企
業
経

営
ト
ッ
プ
を
迎
え
て
の
『
卓
話
の

時
間
』、
花
角
知
事
等
を
お
招
き

す
る
『
新
年
祝
賀
会
』
と
、
活
発

旺
盛
な
る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。

 

（
広
報
委
員
長 

樋
口 

高
士
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ほ
ど
開

催
で
き
な
か
っ
た
第
42
回
東
京
弥

彦
村
人
会
定
期
総
会
懇
親
会
を
東

天
紅
上
野
店
で
開
催
、
会
員
来
賓

含
め
56
名
出
席
。

　
参
加
者
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

話
し
が
は
ず
む
中
、
総
会
前
の

ビ
ー
ジ
ー
エ
ム
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
音

頭
弥
彦
小
唄
が
流
れ
る
中
、
定
刻

に
樋
浦
副
会
長
が
司
会
進
行
。

　
第
一
部
定
期
総
会
決
算
報
告
、

並
び
に
予
算
案
併
せ
て
監
査
報
告

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
新
会
長
、
幹
事
長
、
新
役
員

の
紹
介
承
認
後
一
旦
休
憩
後
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
　
県
人
会

で
も
御
馴
染
み
の
蘭
燃
さ
ん
の
歌

で
楽
し
ん
だ
後
休
憩
。

　
第
二
部

　
懇
親
会
来
賓
紹
介

　
武
石
新
会
長
挨
拶
。

　
故
郷
か
ら
は
本
間
村
長
、
彌
彦

神
社
宮
司
、
新
潟
県
人
会
副
会
長

佐
藤
永
久
様
ほ
か
弥
彦
中
学
校
校

長
、
聚
楽
ホ
テ
ル
加
藤
様
よ
り
祝

辞
。
い
よ
い
よ
宴
会
本
多
村
議
会

長
の
乾
杯
、
ご
発
声
カ
ラ
オ
ケ

コ
ー
ナ
ー
で
は
次
々
と
申
し
込
み

殺
到
・
盛
り
上
が
り
。

　
福
引
の
コ
ー
ナ
ー
会
場
内
が
一

層
の
盛
り
上
が
り
当
選
者
笑
顔
で

あ
ふ
れ
楽
し
い
一
時
そ
の
後
全
員

「
ふ
る
さ
と
」
合
唱
、
弥
彦
中
学

校
同
窓
会
長
、
万
歳
三
唱
木
遣
で

来
年
の
再
会
を
誓
い
帰
路
に
。

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

東
京
弥
彦
村
人
会�

会
長

　武
石�

堅
次

第
42
回
定
期
総
会

日
時
：
令
和
５
年
11
月
５
日（
日
）

場
所
：
東
天
紅
上
野
店

東京新潟県人会　７月号
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本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

ふるさと新潟の将来を一緒に考えます

県外にお住まいの方はお得！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 1 号
日本プレスセンタービル２階   TEL. 03-5510-5511

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 26 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

◆全室バストイレ付の個室（３～５名室が中心）
◆JR山手線御徒町駅徒歩５分、地下鉄湯島駅徒歩１分
◆秋葉原電気街、上野公園、東京大学は徒歩５～１０分
料金は季節変動制のため、HPをご確認下さい。

所在地：東京都台東区上野1-13-6(東京新潟県人会館内)
TEL：03-6284-4357

東京上野ユースホステル
2021年新築OPEN！



東
京
新
潟
県
人
会
　
事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人

　
　一
月
号（
第
八
三
三
号
）

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
印
刷

　令
和
六
年
一
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　第
二
甲
第
九
号


